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当財団におきましては,こ れまで,官 庁,産 業界,大

学等の学識経験者,二 百数十名のご協力を得て情報処理

に関する調査,研 究開発,教 育,標 準化,普 及等の各種

事業を実施してまい りました。

昭和50年 度におきましても,引 き続 きこれらの事業を

継続いたしますが,と くに時代の要請に応えるための各

種社会情報システムの基礎的な調査,研 究開発を積極的

に展開いたしますとともに,前 年度にその設置を完了し

た新型電子計算機施設の整備 と相まって,コ ンピュータ

・ネットワーク・システムの研究開発を強力に推進いた

します。

調査,研 究開発等の成果につきましては,従 来より広

くその普及につとめてまい りましたが,さ らにこれら広

報,普 及活動のより一層の活発化をはかることといたし

てお ります。

当財団の昭和50年 度 事業計 画が,去 る3月17日 開催 の定

例理 事会で決議 の うえ,同 月31日 付 を以て通商産 業大臣 お

よび郵政 大臣の承 認 を受 けて決 定 された。概要は次の とお

りで ある。

1.情 報処理に関する調査および研究

(1)調 査

① 海外における情報処理および情報処理産業の実態

調査

資料の収集な らびに調査団の派遣によって海外の

情報処理および情報処理産業について調査を実施し

ているが,50年 度において もこれを継続し,各 国政

府の情報処理およびコンピュータに関する施策,ソ

フ トウェア産業,コ ンピュータ・サービス産業,ハ

ー ドウェア業界の動向,各 産業界におけるコンピュ

ータ利用状況 ,そ の他情報処理に関する諸問題につ

いて調査する。

とくに,米 国および西欧主要国には,調 査団を派

遣 し,社 会情報システムの開発,新 技術の利用動向

および先進的ソフトウェアの開発,情 報処理形態等

について関係機関と意見の交換を行ないつつ,そ の

実態を調査する。

② 経営計画情報システムに関する基本問題の調査研

究

企業の経営計画における経営科学手法の導入 と利

用の問題点について調査を行なっているが,今 年度

は経営計画情報システムにおけるデータベ←スおよ

び科学的手法について,そ れらの具体的適用業務,
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システム開発の方法,メ ーカ,ユ ーザにおける問題

向 き言語開発の実態等について調査する。

③ ソフ トウェア産業等に関する動向調査

わが国の情報産業の振興に関する国の施策に資す

るため,国 内ソフ トウェア産業等の実 態,将 来 動

向,ビ ジ 。ン等の調査を行なっているが,今 年度は

情報産業発展のための基盤整備,シ ステ ム化 の方

向,開 発すべ きソフ トウェア等,情 報化の諸問題に

ついての調査研究を行なう。

④ 総合貿易情報システムに関する調査研究

現在の貿易業務は,複 雑な手続 きと多くの人手に

よって行なわれているが,こ れを簡素化するととも

に,コ ンピュータを用いた総合的な貿易情報システ

ムを形成することを目的とするもので,昨 年度に引

き続 き,国 連の貿易手続簡素化委員会 と連絡を密に

して,わ が国の事情を反映 させるとともに,デ ータ

・バンク形成のための基本的事項について検討を行

な う。

⑤ 繊維産業のシステム化,情 報化に関する調査研究

繊維産業のシステム化を通じ,繊 維製品のファッ

シ ョン化,国 際化に即応できるよう業界体制の強化

と知識集約化をはかるため,生 産,流 通等の実態を

把握 し,そ の望ましいシステム化,情 報化の方向づ

けを行な うもので,前 年度に実施した縫製業におけ

る商品企画のためのファッション情報システム形成

についての調査研究結果にもとづ き,各 業種,各 品

種の特性に対応したシステムの詳細設計を行な う。

また,メ リヤス工業のシステム化を推 進 す るた

め,多 品種少量生産システムを中核 とした生産流通

システムの設計を行な う。

⑥ コンピュータ ・システムの評価に関する調査研究

コンピュータ・ユーザの立場か ら,コ ンピュータ

・ネットワークに対するニーズ,ネ ットワーク技術

の現状 と将来動向等について調査研究を行なってい

るが,本 年度 も引 きつづきネットワーク技術の側面

か らのアセスメン ト,デ ータ・コミュニケーション

のあ り方を検討するとともに,ネ ットワークの各形

成分野の将来展望を行なう。

⑦ 情報処理および情報処理産業に関する基礎資料の

整備

情報処理に関する技術の進歩,経 営情報システム

の展開,社 会情報システムの開発動向,情 報処理産

業の動向等に関して,海 外を含め幅広い分野から各

種文献,図 書等を収集 し,整 備 を図る。

② 研究開発

① 日本語情報をコンピュータで処理する際に,も っ

ともネックとなっているデータ入力の問題点をソフ

トウェアでカバーする方法として,カ タカナ漢字変

換をとりあげ,カ タカナ入カー漢字 ・カナ湿 り文出

力方式についての実験的研究を進めているが,50年

度はこれをさらに進めて漢字 カナ混 り文による日本

語情報の効果的な蓄積,検 索,編 集等に関する技術

的研究開発を行な う。

② コンピュータ・ネ ットワーク ・システムの研究開

発

48年度より4年 計画で基礎技術の開発 と実用化を

兼ね,当 財団設置のコンピュ・一タ3機 種を連結した

コンピュータ・ネットワーク,・システムの開発を行

なっている。

これ ま で に サ ブ ネ ジ トウー クを構 成 して,ホ ス ト

・コ ン ピ ュー タ と結 合 し;ベ ー シ ッ クな コ ン トロー

ル ・プ ログ ラム の開 発を 行 な1った が,50年 度 は,次

の段 階 と して各 種 の ユ ー ザ レベル にお け る プ ロ トコ
く

ル(通 信規約)の 設計および処理プログラムの開発

を行な う。'

{3)特 定テーマの調査;研 究開発

官公庁等より受託し,情 報処理に関する調査,研 究

開発等を実施するもので,情 報ネットワーク,情 報処

理技術等に関する調査を行なうほか,貿 易情報システ

ム,中 央省庁における共通 ソフ トウェア,中 小企業向

けシステム,等 の研究開発を行なうとともに,沖 縄国

際海洋博覧会情報システムの開発と運営を行な う。

哺 榔 理燗 するコン鱗 敵 シ辻 等の錨
コンピュータおよび開発さ老妻葬ンマトウェアの利用を

促進する抽 の・ンサ蝉 螺 卵 寮 び噸 達するシ

ス テ ム設 計,プ ログ テ ミン 外.デ 一 夕処理 サ ー ビス な ど

を行な う。 愛 一

●
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皿.情 報処理の普及促進および教育

口)シ ンポジウムの開催

情報処理の普及ならびに高度利用を図るため,主 要

3都 市において,経 営者,管 理者を対象に情報処理シ

ンポジウムを開催する。

(2)コ ンピュータ・トップセ ミナーの開催

主 として官公庁の トップ・マネジメント層 を対 象

に,コ ンピュータとその利用についての必要な概念知

識習得のための トップセ ミナーを2回 開催する。

(3)ソ フ トウェア指導マニュアルの作成 と普及

当財団で開発した先進的ソフトウェアの応用と適用

範囲を拡大し,効 果的利用をはかるため,と くに汎用

性に富み,利 用効果の高いプログラムを選定し,解 説

書,操 作説明書な らびに広報用パンフレッ トを作成し

て,広 くソフ トウェア利用の便宜を図る。

{4)講 習会の開催

官公庁,団 体などか ら情報処理に関する研修を受託

し,情 報処理に関する知識の普及な らびに技術者の育

成をはかる。

㈲ 情報化週間

毎年10月 の第1週 に政府が実施する 「情報化週間」

に協力して,週 間全体の広報活動を行な うとともに,

同期間中東京において 「情報化に関する展示会」 を,

また地方5都 市におし干てF情 報化に関する講演 と映画

の会」を開催する。

㈲ 情報処理教育に関する調査研究

情報処理に関係する要員の教育,資 格,処 遇などに

ついて,内 外の実態を調査し,わ が国の特性を考慮し

た企業内教育体制のあり方等について調査研究を行な

う。

また,情 報処理技術者試験の実施に関する調査,広

報等行政施策に協力する。

〔7}標 準化に関する調査研究

情報処理の普及をより一層円滑にするため,デ ータ

・コー ド標準化のための調査,工 業標準原案の作成等

を行なっているが,本 年度は昨年度に引 きつづ き漢字

符号のJIS化 について調査研究を行な う。

IV情 報処理および情報処理産業に関する広報活動

(1}JIPDECREPORT

わが国における情報処理産業の実態について海外へ

広報するとともに,情 報交流の一助 とするため英文の

広報誌JIPDECREPORTを 年3回 発行する。

(2)JIPDECジ ャーナル

当財団の事業成果等を広 く国内に広報するため,機

関誌JIPDECジ ャーナルを年4回 発行する。

(3)海 外情報 インデックス

当財団が各種事業の遂行を通 じて収集した情報処理

および情報処理産業に関する海外の各種資料 の 中 か

ら,コ ンピュータの利用状況,産 業界の動向,政 府施

策,ソ フ トウェア ・TSSサ 一-tfス市場など広範な分

野の記事について,そ の概略 と出典および参考資料を

紹介するもの として海外情報インデックスを月1回 発

行する。

{4)各 種出版物,映 画,ス ラ/ド 等の頒布

当財団が実施した各種事業の成果報告書,普 及 ・啓

蒙に関する映画,教 育用スライ ド及び同テキス ト等を

頒布し,広 く'一般の利用に供する。

、
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■ 寄 稿 ■

昭 和50年 度 の 情 報 処 理 関係 予 算案 か ら情 報 処 理 の特 色

とし て次 の点 が挙 げ られ る。

{1)社 会 シス テ ム とい われ る大 型 情 報 処 理 シ ス テ ム,た

とえば 貿 易 関係 情 報 シス テ ム,医 療 情 報 シ ス テ ム,観

光 情 報 シ ス テ ム,生 活 映 像情 報 シ ス テ ムな どが 具 体 化

しつ つ あ る こ と。

{2}省 庁 内 での デ ー タバ ン ク,あ るい は情 報 セン ター の

構 想 が あ らわれ,そ の 基 礎 的 な 調 査 研 究 が 行 な わ れ よ

うと して い る こ と。

{3}業 務 別 の オ ン ライ ンネ ッ トワー クの シ ス テ ム化 が 計

画 され て きて い る こと。

(4)グ ラフ ィ ッ クデ ィス プ レー,漢 字入 出力 装置 等 端末

機 器 の応 用が 進 展 して きて い る こ と。

㈲ 情 報検 索,予 測 モ デル,シ ミ ュレ ー シ 。ン モデ ル等

の ソ フ トウ ェアの 開発 が 多 くな って い る こ と。

⑥ コ ン ピュー タの利 用 に つ い て は,地 方 支分 部 局 で の

導 入,本 省 庁 で の大 型 機 へ の切 替 が 目 立 ってい る こ

と。

(7)外 部 派 遣 要 員の 利 用,と くに オ ペ レー ター,キ ー パ

ンチ ャー の派 遣 と と もにSE・ プ ロ グ ラマ ー の派 遣 が

増 加 して い る こ と。

これ らの 点 か ら,昭 和50年 度 に お い ては,コ ン ピ ュー

タ の利 用 技 術 の蓄 積 に伴 い,新 しい シ ス テ ム面 での 可 能

性,デ ー タの有 効 利 用,シ ス テ ム運 営 面 で の合 理 性 が 追

求 され 始 め て きてい る とみ る こ とが で きる。

3.行 政情報処理の推進施策

昭和50年度における行政管理庁の情報処理関係の重点

施策は,次 のとお りである。

{1}行 政情報処理調査研究の推進

(1億1,100万 円)

{2}行 政情報処理システム(仮 称)の 調査研究

(763万 円)

{3)プ ラ/バ シー保護対策の推進

(176万 円)

ω 行政情報処理調査研究の推進

各省庁に共通,関 連,類 似する情報 システムについ

て,政 府 としての一体性 と各省庁間の有機性を考慮し

て,長 期的展望に立 った総合的な見地か ら計画的に調

査i研究を推進するために,昭 和45年 度か ら行政管理庁

に一括計上された 「行政情報処理調査研究費」は,昭

和50年 度において,そ の予算規模は昨年 より1,000万

円増加し,1億1,000万 円となっt。

昭和49年 度において,と り上げたテーマは,次 のと

お りである。

① 事業所情報システム(総 理府統計局)

② 行政情報通信に関する調査研究(行 政管理庁)

③ データ保護に関する調査研究(行 政管理庁)

④ コンピュータシステムの評価基準に関する調査研

究(行 政管理庁)

⑤ 行政情報処理用漢字コー ドの標準化に関する調査

研究(行 政管理庁)

⑥ 経済 データバンク(経 済企画庁)

⑦ 筑波研究学園都市における総合研究情報システム

(科学技術庁)

⑧ 航空貨物輸入情報 システム(大 蔵省)

⑨ 気象情報サービスシステム(気 象庁)

⑩ 労働経済情報検索システム(労 働省)

⑪ 公共事業情報システム(建 設省)

調査研究費も5年 間を経過し,当 初スター トしtテ

ーマが一応の成果を得るに到 ってお り,昭 和50年 度は

新しく各省庁のコンピュータ利用の進展に伴い,従 来

のシステムを他省庁との関連で総合化してい くもの,

新規システムとして開発が予定されているもの,基 礎

的な調査研究 として情報化の基盤整備 となるものにっ

いて,3月 中に各省庁のテーマを検討し調査研究テー

マの選定と計画の策定を予定している。

(2}行 政情報処理システム(仮 称)の 調査研究

政府全体 としての情報処理の総合化を図 るため,各
各 『㍉氾ご 痴.

省庁のコンピュータ利用を側面的に支援する行政情報

処理システム(仮 称)の 謂i餐研究は,昭 和48年度力〉ら

行な・ているが・こ雄 纏 孤 館の検討および需要

性調査等を実施し,奪 嚇 凝を踏まえて・昭和50年度

σ
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■ 寄 稿 ■

においては,デ ータ項目,デ ータ量調査,シ ステムの

概要設計,組 織 ・機構の調査研究を行なうことになっ

ている。

㈲ プライバシー保護対策の推進

各省庁のデータが磁気テープや磁気ディスクに保管

され,デ ータバンク化が進み,ま たデータ交換が促進

されるに伴って,コ ンピュータに保管された情報が公

開あるいは漏洩 される危険性が高まっている現状に対

し,プ ライバシーの保護対策が必要 とされている。

この調査研究は,昭 和48年 度か ら実 施 されている

が,昭 和49年 度においては,行 政管理庁長官の諮問機

関である行政監理委員会に 「行政機関等の電子計算機

利用に伴 うプライバシー保護対策の制度の在 り方」に

関し諮問が行なわれ,諸 外国における法制度の現状,

わが国における法制度の現状,行 政機関等におけるデ

ータ保護の実態等について,海 外調査,ヒ アリング,

実地調査を実施し,昭 和49年 度中に行政監理委員会の

一応の報告を受ける予定にな っている。

昭和50年 度においては,こ の成果を踏まえてわが国

における法制の現状を検討しつつ,具 体化を促進する

とともに,各 省庁等における電子計算機の管理運営規

程の検討を実施することにな っている。

、
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昭和50年度情報処理関係施策

通商産業省におけ る情報処理関係予算 について

旦
夕

悦

タ

手

2〃

河

戸r

は じ め に

昭和49年9月,こ れまで通産大臣の諮問を受け審議を

続 けてきた産業構造審議会情報産業部会は,今 後の情報

化および情報産業施策のあり方についての中間答申を行

なった。その中において,今 後の情報化の方向は,国 民

生活のニーズを満たし,国 民福祉の向上を図る見地から

会社,生 活の分野にコンピュータ テクノロジー を活 用

し,情 報化を進めることであると指摘し,① 会社,生 活

関連分野のシステム開発の推進 ②情報化を円滑に進め

るテこめの基盤の整備 ③情報化の供給面を担 う情報産業

の振興 といった三本柱の施策の推進を提言している。

50年度予算においては,こ のような答申の趣旨に沿っ

て以下の施策を展開することとしている。

電子計算機産業,情 報処理産業といった情報産業は,

情報化の供給面を担 う重要産業であるとともに,知 識集

約産業の典型 として今後のわが国産業構造上の リーディ

ングインダス トリーとしての役割が期待されている。し

かしなが ら,こ れ ら産業においてはIBM等 の外資系企

業に比し,技 術力,資 金力といった面でわが国企業の力

は弱く,目 前に控えた自由化に対処し早急にその企業体

質を強化することが要請されている。 このため,5α 年度

において も,引 き続 き,電 子計算機開発促進費補助金に

より,電 子計算機新機種,ソ フ トウェアモジュール等の

開発を促進し,わ が国企業の技術開発力の強化を図ると

ともに,日 本電子計算機㈱への開銀融資を大幅に拡充す

ることにより,国 産電子計算機の販売力を強化すること

*通 商産業省機械情報産業局

としている。 さらに,情 報処理振興事業協会の委託開発

枠の拡充等その業務の一層の推進を図り,ソ フ トウェア

の開発 と情報処理産業の振興を図ることとしている。

昭和49年3月 末の電子計算機の設置台数は23,443台,

金額ベースで16,019億 円と米国に次 ぐ電子計算機保有国

となってお り,わ が国の情報化 も産業分野を中心にかな

り進んで きている。 このような申で,今 後の情報化の重

点方向は社会,生 活関連分野の情報であると考えられ,

通 産 省 もこの分 野において大型の情 報システムプロジ

ェク トを計画的に推進してきている。すなわち,47年 度

より,電 子計算機技術 と映像通信技術を結合し,国 民生

活に必要な情報を適時,適 切に提供することを目的とす

る生活映像情報システムの開発を開始し,ま た,翌 年度

からは,電 子計算機技術 と医用電子技術を結合し僻地医

療,救 急医療の充実等医療サービスの向上を目指す医療

情報 システムの開発を行な うほか,都 市交通問題の改善

を目的とする自動車総合管制技術の開発を開 始 して い

る。50年 度においては,こ れ らの既存のプロジェクトの

一層の推進を図るほか,新 たに,貿 易関係業務の円滑化

簡易化を行な うための貿易情報システムの開発を進める

こととしてい る。なお,こ のほか,オ ンライン・システ ,

ム等 システム設備の普及のためのシステム化促進開銀融

資につ きその対象範囲の拡大が行なわれている。

情報化を円滑に進めてい くためには,ソ フ トウェアの

流通基盤の整備,標 準化の推進,情 報処理教育等情報化

の基盤の整備のための施策が必要である。このため・50

年度においても ・1繁度に割 き続 き各般の施策を行な う

こととしているが,新 たにジコンピュ一夕システムの安

全対策を充実す答躍辺か繊 策マユユアルを作成する

ひ

■
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等の措置を講じている。

このほか,50年 度においては,中 小企業の情報化,行

政情報処理の推進のため,予 算額の増額を図っている。

このように,50年 度予算は ①自由化対策を中心とす

る情報産業の振興施策 ②社会,生 活関係の情報システ

ムの開発 ③情報化の基盤整備施策を重点としてかな り

の拡充が行なわれてお り,情 報処理の振興のナこめの強力

な施策の推進が予定されている。

(2)周 辺装置等開発促進費補助金

(単位100万 円)

項 目 撃雛1前 年度1比 當
周辺装置等開発促
進費補助金 900 1,400 △500

1.電 子計算機等開発促進費補助金

(単位100万 円)

項 目 纏劉 前渡 比灘
電子計算機等開発促進費
補助金

14,580 19,655 △5,075

1.電 子計算機新機種
開発促進補助金

12,475 15,250 △2,775

2.周 辺装置等開発促
進補助金

900 1,400 △500

3.情 報処理産業振興
対策費補助金

1,200 1,200 0

4.集 積 回路 開発促進

費補助金
0 1,800 △1,800

5.事 務経費 5 5 0

(説 明)

周 辺 装 置 お よ び端末 機 器(プ ロ ッ タ,キ ャ ラ クタ ・デ

ィス プ レイ,シ リアル ・プ リ ン ター,OCR,イ ン テ リ

ジ ェン ト・ター ミナル,キ ー ツー 磁 気 テ ー プ 装置 等)の

開 発 を 行 な う国産 電算 機 お よ び周 辺 装置 等 メー カー に対

し,そ の 費 用 の50パ ー セ ン トを 補 助 す る。

(3)情 報処理産業振興対策費補助金

(単位100万 円)

項 目
50年 度

予 1前 年川
比 較 増

△減

情報処理産業振興
対策費補助金 1,200 1,200 0

(説明)

電子計算機産業,ソ フ トウェア産業等は,今 後のわが

国産業構造の担い手である知識集約産業の中核であ り,

また電子計算機等は,今 後のわが国経済社会の中枢神経

であることにかんがみ,わ が国これらの産業の早急な体

9質 強化を図綱 引き蹴 編 力の強眺 めの

補助金を交付する。

(説明)

ソフ トウェアの開発を容易にし,そ の生産性を高める

ために必要な効率的かつ汎用的なソフ トウェア ・モジュ

ール群(事 務処理分野,設 計・計算分野,OR計 算分野,

自動制御分野,経 営管理分野)の 開発を行な うこととし,

これを行な うソフ トウェア企業グループに対し所要の経

費の75%を 補助する。

2.技 術開発,シ ステム開発の推進

(1)医 療情報システムの開発.

(単位100万 円)

(1)電 子計算機新機種開発促進費補助金

(単位100万 円)

項 目 隅 鑓 巨 鞭 比 較 増
△減

電子計算機新機種
開発促進費補助金 12,475 15,250 △2,775

(説 明)

3.5世 代 機 種 に本 格 的 に 対 抗 す る ことの で きる新 しい

シ リー ズ の 電 算 機 の 開 発 に 関 し,集 約 化 に な った 国産

グル ー プ に対 し て,そ の 費 用 の50パ ーー一・llンドを 補 助 す ・

る。

項 目
50年 度
予 算 額 前 軍 度

比 較 増
△減

医療情報 シス テム
開発費

313 211 102

(説明)

国民生活の質的充実が叫ばれている今日,医 療サービ

スは,国 民のニーズが高まっているにもかかわらず,供

給が追いつかず,深 刻な社会問題 となっている。

この解決を図るためには,現 代科学技術の先端である

コンピュータを中心とする情報処理技術と,近 年著しい

進歩をみつつある医用電子技術を活用した医療情報シス

一9'一
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テムの開発を図 り,医 療サービスの生産性の向上と地域

格差の是正を図る必要がある。

このため,地 域医療システム,救 急医療 システム,ホ

スピタル ・オー トメーシ ョン等を含む総合的な医療情報

システムを開発することとし,50年 度は,48年 度の基礎

的な調査研究,49年 度の基本設計に引 き続 き,詳 細設計

および機器の試作を行なう。

(2)生 活映像情報システムの開発

(単位100万 円)

50度 前 年 度 此 糠

ピュ一夕の活用による貿易情報システムの開発に着手す

ることとし,本 年度は,航 空輸入貨物の情報システムに

ついて,シ ステムの開発調査,周 辺端末機の調査i研究を

行な う。

'(4)自 動車総合管制技術の開発

項 目

(単位100万 円)

項

生活映像情報シス
テム開発費 804 553

目
50㌶1前 年川 北當

自動車総合管 制技
術研究開発費(大型 プ

ロジェク トの

内枠)

2,007 840 1,167

152

(説明)

近年急速な技術進歩を遂げつつあるCATV,ビ デオ

・パッケージ等を技術的な基礎として,こ れとコンピュ

ータを組み合わせた双方向生活映像情報システムは,C

AI,フ ァクシ ミリ,TVシ 。ッピング等広汎なサービ

スを提供できる機械を有し,来 るべ き情報化社会の日常

生活に大 きな影響を与える ものとして期待 されている。

このような映像システムは,生 活系全般にわたる総合

情報処理システムであるため,実 験タウンを設け,機 器

開発を含めたシステム全体の開発や利用者の具体的 ・定

量的ニーズの把握を行な うとともに,技 術的な信頼性に

関し実際のオペレーションを実施しつつ実験することが

必要である。

このナこめ,47年 度の基本設計,48年 度の詳細設計,49

年度の機器の試作開発に引 き続 き,50年 度はセンタ■一一設

備に重点を置きサービスのためのサブシステムの製作に

着手する。

(3)貿 易情報システムの開発

(単位100万 円)

項 目 50年 度
予 算 額 前 年 度 比 較 増

△減

貿易情報システム
開発費 63 0 63

「

(説明)

貿易関係業務処理の円滑化,簡 易化を図るため,コ ン

(鋤 ひ
都市における自動車の過密化がもたらした交通混雑,

渋滞を回避ないしは緩和し,さ らにはそれらに起因する

交通事故や大気汚染を防止することを目的として,走 行

中の個々の自動車に,最 適 走 行 経 路な どの道路情報を

伝達することを可能 とするシステム(通 信 機 と電 子 計

算機が主体となる)の 開 発を48年 度より行なっている

が,50年 度にはこれを拡充し引 き続 きその開 発 を 推 進

する。

(5)パ ターン情報処理システムの開発

(単位100万 円)

項 目 ぽ 雛 前年川 比璃

パター ン情報 処理
システ ム研 究開発

費(大 型プ ロジェ
ク トの内枠)

3,370 2,184 1,186

(説明)

国産電子計算機の国際競争力を強化するとともに,情

報処理の高度化の要請にこたえるため,情 報処理関連技

術をさらに研究開発する必要がある。

このため,41年 度以来推進してきた超高性能電子計算

機の開発に引 き続 き,46年 度か ら,文 字・図形,物 体の

形状,音 声などのいわゆるパターン情報をそ の ま ま 入

力,認 識,処 理できる新しい世代の電子計算機 として,

パターン情報繊 システムの研究開発を行なっており,

噸 においては,己 れを拡充し引 き続 きその開発を促

進する。.

■
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(6)総 合調査研究の推進

(単位100万 円)

項 目i50雛1前 年川 北當

総合調査研究委託
費

44 44 0

(説明)

経済社会の高密化,複 雑化に伴 って,政 府において も

民間においても,多 面的な頭脳を動員したシステム的ア

プローチによる総合的な研究開発の必要性が増大してお

り,シ ンクタンクへの期待 も急速に高まりつつある。 こ

のため昭和46年度か ら各省協力の もと総合研究開発調査

を行なってお り,こ の うち通産省はとくに民間シンクタ

ンクの育成 ・評価,人 材養成を目的として民間シンクタ

ンクに政府プロジェクトの委託発注を行なって きた。

50年度においても,引 き続 き総合調査研究委託費によ

り,民 間シンクタンクの活用を図 ることとする。

白く 重要技術研究開謙 助金

(単位100万 円)

項 目 霧 割 前鞭
比 較 増

△減

重要技術研究開発
費補助金 4,490 4,240 250

(説明)

産業技術の研究開発の うち,と くに経済的効果,社 会

的効果,他 の技術への波及効果等からみて重要 と考えら

れるものについて補助金を交付する。(参 考電子関係実

績49年 度741百 万円)

3.情 報処理振興事業協会の助成等の拡充

(単位100万 円)

報処理の振興を図ることを目的として45年10月1日 に設

立 された 「情報処理振興事業協会」に対する助成措置を

さらに充実するとともに,「 情報処理振興金融措置」を

引 き続 き実施する。

事難
麺巴振興会運営費

補助

2.情 報処理振興
金融措置

(説明)

ソフ トウェアの開発および流通の促進,情 報処理サー

ビス業等の育成に関する事業を実施することにより,情

(1)情 報処理振興事業協会運営費補助

50年度補助13.22億 円(前 年度9.96億 円)

主 として先進的汎用プログラムの委託開発,買 上げお

よび貸付に要する経費について補助する。

(2)情 報処理振興金融措置

情報処理振興金融措置は,資 金運用部の金融引受を見

返 りとして,長 信三行が融資を行な うもので,そ の対象

は,次 のとお りである。

ω 情報処理サービス業者等の電子計算機導入,プ ロ

グラム開発,情 報処理技術者の教育その他その業務

の高度化に必要な資金

② 一般企業のプログラム開発および情報処理技術者

の教育に必要な資金

4.日 本電子計算機(株)に 対する開銀融資等

(1)日 本電子計算機(株)に 対する開銀融資

日本電子計算機㈱

確保のための開銀
融資

(単位100万 円)

比 較
△

(説明)・

電子計算機の販売はその大半をレンタル制によってい

るが,そ れに伴う膨大な販売資金負担を軽減し,国 産電
ト

子計算機 メーカーの育成を図るため,昭 和36年 に発足 し

た日本電子計算機㈱に対し開銀資金を投入することにょ

りレンタル資金の確保を行なってきた。しかしなが ら,

電子計算機の完全 自由化に対処するには,国 産電子計算

機 メーカーの販売体質をさらに強化し,電 子計算機市場

における国産電子計算機の定着を図ることが強 く要請さ

れる。 このため,50年 度において日本電子計算機に対す

一11一
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る開銀融資の大幅な拡大を図る。

(2)構 造改善のための開銀融資

(単位100万 円)

(単位100万 円)

項 目 蝶 劇 前年川 北當
機電法に基づく開
銀融資

8,500 8,500 0

項 目 鞭 額陣 年川 北當
電子計算機産業の
構造改善

その 他
枠 の うち

その他
枠 の うち

(説明)

電子計算機産業の自由化に対処し,そ の国際競争力を

強化するナこめ,国 産メーカー6社 は業務提携等により体

k制 整備を進めているが,こ れを一層促進するため体制整
`も

ぐ 齢 実施しているメーカー剛 して弓1き続 き設麟 酷

金の供給を行な う。

(3)ソ フ トウェア開発のための開銀融資

(単位100万 円)

(説明)

特定電子工業および特定機械工業振興臨時措置法(略

称 「機電法」)に 基づ き,特 定電子工業および特定機械

工業生産の合理化,新 技術の企業化等 を促進するため,

その設備資金につき開銀融資を行な う。

5.情 報化促進のための基盤整備

レ)情 報処醸 繍 査等

(1)情 報処理実態調査

(単位100万 円)

ひ

項 目1鞭 劇 前轍 比 較 増
△減

ソ フ トウ ェ ア開 発
その他
枠の うち

その他

枠 の うち
一

項 目 鞭 度 前轍 此當
情報処理実態調査
費

14 10 4

(説明)

電子計算機 メーカーおよびソフ トウェア企業に対し,

それがソフ トウェア開発および情報処理技術者の教育 ・

研修のために取得する電子計算機,建 物土地,お よび教

育,研 修施設な らびにそれ らの付帯設備等につ き融資を

行なう。

(4)シ ステム化促進のための開銀融資

(単位100万 円)

(説明)

今 日,急 速に変化しつつあるわが国情報処理の実態を

継続的かつ体系的に把握することにより,'情報処理振興

施策の推進に資するため,情 報処理実態調査を引 き続 き

実施する。

(2}情 報産業動向調査

(単位100万 円)

項 目 50年 度
予 算 額 前年川 北當

情報産業動向調査
費

1 1 0

前 年 度 比 △
(説明)

情報処理サービス業およびソフ トウェア業の成長パタ

ーンや,そ の景気動向との関係を解明し,知 識集約産業,

の振興施策の確立等に資するため,四 半期毎に情報産業

動向調査を実施する。

(3}情 報化 ・システム化調査

(単位100万 円)

夢

項 目
50

システム化促進 その他

枠 の うち

その健
棒の うち

(説明)

通信回線の開放に伴 うオンライン共同情報処理の急速

な振興を図るとともに,医 療,交 通,防 災,労 働環境等

の諸問題の解決に資するシステムの導入に必要な設備資

金の融資を行なう。

(5)機 電法に基づ く開銀融資

'

項 目 撃籍' 前 年 度 箆鷺

難 斐ヒシステム化
へ

4

ご 一9え 「

4
、.t

0

〈説明〉
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通信回線の民間開放に伴い,一 層その普及が期待 され

ている情報ネットワークについて,そ の形成を促進する

ため,基 礎産業型情報ネットワークについて将来の望ま

しい姿について調査研究し,そ のガイ ドラインを示す と

ともに防災システムなどのテーマについてそのシステム

化の実情を調査研究する。

④ 電子計算機の納入,下 取統計調査

(単位100万 円)

グラムのうちとくに円滑な流通を図る必要があると認め

られるプログラムを収録したプログラム調査簿を作成し

これを一般に閲覧に供することとする。

〆 ソフトウェアの法的保護

(単位100万 円)

項 目 鞭 巴 戦
比 較 増

△減

項 目 霧 劇 前年川 比當
電子計算機の納入,
下取統計調査

5 5 0

(説明)

電子計算機市場の動向を適確かつ迅速に把握し,景 気

の変動との関連,内 外電算機の納入動向等を明 らかにす

るため,メ ーカー,商 社を対象に納入,下 取調査を実施

する。

ソフ トウェアの法

的保 護に関 す る調
査研 究

1 1 0

(2)情 報処理技術者の育成 ・確保

(説明)

ソフ トウェアの流通を促進していくナこめには,プ ログ

ラムの所有者の権利を何 らかの形で保護することが不可

欠であ り,こ のような観点から49年度においても,引 き

続 きソフ トウェアの流通の促進を図るための法的保護の

手段について検討を進めてい くこととする。

t6ソ 。トウ。ア等の安全対策

(単位100万 円)

(単位100万 円)

項 目 隅 ㍊ 前 年 度 比 較 増
△減

情報処理技術者試
験実施費

44 38 6

項 目 雑 劇 前年司
ソフ トウェア等の

安全対策実態調査
1 0

増
減

較
△

比

1

(説明)

情報処理の発展の中核的役割を果たす人材を確保し,

さらにはその質的な向上を図るため,シ ステム・エンジ

ニアやプログラマー等を対象 とした情報処理技術者試験

を引 き続 き実施する。

(5)ソ フトウェアの流通基盤の整備

⑲/プ ログラム調査簿の作成

(単位100万 円)

項 目 50年 度
予 算 額 前年川 北當

プログラム調査簿
作成事務費

1 1 0

(説 明).

プ ログ ラ ムに対 す る重 複投 資 を で き るだ け避 け,プ ロ

グ ラ ムの 円滑 な 流 通 を 促 進 す るtめ,50年 度 にお い て も

引 き続 きコ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー等 が保 有 し て い る プ ロ

(説 明)

ソ フ トウ ェアや コ ン ピュー タ シス テ ムの安 全 対 策 の充

実 に 資す るた め,安 全 対 策 の 実 態 に つ き調 査 す る と と も

に,安 全 対 策 マ ニ ュア ル を作 成 す る。

賄 情報処理サービス企業鞘 帳の作成
ノ

(単位100万 円)

項 目 冑 ㌶ 前段1比 當

情報処理サービス
企業等台帳作成費

1 1 0

(説 明)'

情報処理サービス企業等の機密保持の実態等を明らか

にした台帳を作成し,ユ ーザーの閲覧に供することによ

り,そ の外注先の選択を容易にするとともに,業 界全体

の機密保持の水準向上を図る。

(レ 情報処理標準化の推進

一13一
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(単位100万 円)

項 目
50年割 前軸 比當

情報処理標準化の
推進 18 7 11

(説明)

工業標準化施策の一環として,漢 字符号の標準化等情

報処理関係の標準化を推進する。

(7)情 報化週間の実施

項 目 ぽ ㌶ 前轍1此 整

情報化週間実施費 1 1

(単位100万 円)

△減

0

(説明)

情報化社会への円滑な発展を図ってい くためには,わ

が国情報処理の高度化を促進しつつ,こ れと併行して国

民の理解 と関心を深め,情 報化の進展に即応した正しい

知識を普及させていくことが必要不可欠である。 このた

め,47年 度か ら毎年情報化週間を実施することとなった

が,50年 度において も情報処理に関する各種の行事を集

中的に開催し,そ の充実を図る。

(説明)

国民のゆたかな余暇を実現するため,余 暇ファシリテ

ィ,コ ミュニティに関する膨大な情報を国民が身近に利

用で き,個 々人の欲求 と条件に合致した余暇活動を実現

しうる余暇情報システムの調査研究を行な う。

!6.中 小企業情報化の促進

(1)情 報提供事業の推進

{1)中 小企業情報センターの強化

(単位100万 円)

項 目 冑 ㌶ 前轍 比 較 増
△減

中小企業振興事業
団の情報機能の拡
充

201 176 25

(説明)

中小企業に対する情報サービス事業を拡充,強 化し,

大企業との情報化格差の解消を図るため,中 小企業振興

事業団のなかに設立された中小企業情報センターの機能

を拡充し,情 報所在調査,中 小企業の経営動向,成 長条

件,需 要動向等を実施するとともに情報提供サービス,

頭脳レンタル事業を行な うほか50年度から新たに大企業.

等の先進企業の持つ技術を,中 小企業に移転することを

促進するため技術交流促進事業を行な う。

② 技術情報室の設置

(単位100万 円)

■

(8)(財)日 本特許情報センターに対する補助

(単位100万 円)

項 目 蝶 割 前鞭1比 當
(財)日 本特許情 報
センター補助費 33 33 0

(説明)

(財)日 本特許情報センターは,内 外の特許情報をあら

かじめ電算機にインプットしてお き,要 求に応じて迅速

かつ的確に,特 許情報を検索し,提 供することを主たる

業務 とするものである。49年 度においては,引 き続 き特

許情報の検索システムの開発費を補助する。

(9)余 暇情報システムの調査研究

(単位100万 円)

項 目
50年 度
予 算 額 前 年 度 比 較 増

△減

余暇情報システム
の調査研究 81 107 △26

3

項 目
50年 度
予 算 額

前 年 度 比 較 増
△減

技術情報室の設置 25 23 2

(説明)

技術情報の円滑な提供を図るため,引 き続 き準備の進

んでいる都道府県から順次技術情報室を設置することと

し,そ のため施設費,事 業費について補助を行な う。

㈲ 中小企業団体中央会関係の情報化

.(単 位100万 円)'

項 目 鞭 劇 前年度
比 較 増

△波

賀麟 鶯鎌 44 36 8

(説明)

o

●

一]匿 『元'

♪'駕「ソ

㌔姦At已 杏,'
壺じ

竺'、



,

8

1

、

11PZ)ECジ ャー ナ ル

■ 寄 稿 ■

有効かつ的確な情報収集を図るため,中 小企業団体中

央会に情報連絡員を置 くこととし,そ の経費補助を行な

う。

7.行 政情報処理の推進

(1)省 内情報処理の推進

(単位100万 円)

(2)情 報処理の指導

(単位100万 円)

項 目 霧 割 前鞭 此當

項

中小企業情報処理
事業費等

33

目
50年 度
予 算 額 1前 年司

省内情報処理の推進

比 較 増
△減

33 0

2,266 1,548 718

(説明)

生産管理および販売管理に関する業種別の中小企業向

け標準経営情報処理システムの開発(2テ ーマ)お よび

中小企業の診断指導事業の効率化 と資質の向上を図るた

めの電算機利用による診断システムの開発(1テ ーマ)

を行なうとともに,都 道府県が行なう中小企業の情報処

理指導に対 して補助を行なう。

(3)情 報処理指導担当者等の研修

(説明)

省内電子計算機による各種業務の情報処理の推進およ

びタイムシェアリングシステムの普及,漢 字情報処理シ

ステムの拡充,政 策情報システムの開発等を行な う。

(2)各 省庁共通電子計算機利用技術の研究開発

(単位100万 円)

項 目
50年 度

予 算 額 1前 年劇 此當
各省庁共通電子計
算機利用技術の研
究開発

55 54 1

(単位100万 円)

項 目 蝶 割 前鞭
比 較 増

△減

情報処理指導担当
者等研修費

5 5 0

(説明)

管理者,経 営情報処理指導担当者等を対象とする研修

を行な う。

(4)小 規模事業者の情報化

(単位100万 円)

(説 明)

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム,統 計 デ ー タ

・マ ネー ジ メ ン ト・シ ス テ ム
,文 字 情 報 処 理 シ ス テ ム等

各 省 庁 に 共 通 す る電子 計算 機 利 用 技 術 の調 査 研 究 お よ び

シ ス テ ム開 発 を推 進 す る。

前年度 比鵠

8.情 報処理振興税制

(1)電 子計算機買戻損失準備金制度の延長

50年

予

電子計算機買戻損失準備金制度を二年間延長する。

項 目

商工会議所等への
電算機等導入促進

1,093 866 227

(説明)

中小企業者の記帳機械化を図り,中 小企業の情報化を

促進するため,日 本電子計算機㈱が,商 工会議所,商 工

会連合会に対 し,電 子計算機を安 く販売した際,そ の販

売損失を補助するとともに商工会議所,商 工会の端末機

購入費用を補助する。 ＼ 、

(説明)・

電子計算機の完全自由化により,外 資系企業の営業活

動も一段 と活発化し,レ ンタルバ ックも急増 し,メ ーカ
ト

ーの買戻損失 も増大することが予想される。 このような

状況にかんがみ,今 後 ともわが国電子計算機産業の健全

な育成を図るため,電 子計算機買戻損失準備金制度を二

年間延長する。
、
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調 査

欧州における情報処理の実態調査

第8次 海外情報処理実態調査団(欧 州班)

㌔
、
ξ
》

r"

は じ め に

当 財 団 で は,わ が 国 に お け る情 報 処 理 お よ び情 報 処 理

産 業 の 発 展 に 資 す るtめ,欧 州 に第8次 海 外 情 報 処 理 実

態 調 査 団 を派 遣 した 。 訪 問 先 は,イ ギ リス,フ ラン ス,

西 ドイ ツ,ス イ スの12機 関,調 査 期 間 は,昭 和49年10月

28日 ～11月17日 の3週 間 で あ った。

調 査 事 項 は,下 記 の4点 で あ る。

1.コ ン ピュー タ業 界 の 動 き

2.経 済 不 況 と・fンフ レ下 の コ ン ピ ュー タ メ ー カー

3.ソ フ トウ ェ ア企 業 の 活 動状 況

4.コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの開 発

調 査 先

(1)NationalComputingCenter(NCC)

②F.W.WoolworthCompany

(3)InstitutdeRechercheD'lnformatique

etD'Automatique(IRIA)

{4}]V[inistredeDevelopmentIndustrial

etdelaRecherche(MIR)

(5}SoftwareetEnginerringdesSystemes

D'lnforrnatiqueetD'Automtique(SESA)

{6)Societ6D'applicationsGen6rales

D'ElectriciteetDeM6chanique(SAGEM)

(7)UnionBankofSwitzerland

{8}ReishauerLtd.

{9)IBMDeutschlandGmbH

-Manufacturi亘gIndustryCenter

働HoeschWerkAG

ωMathematischerBeratungund

programmierungSdiestGmbH(MBP)

㈲NixdorfComputerAG

調査団メンバー(敬 称略 ・順不同)

団長 岡田 勇(財)日 本情報処理開発センター開発

本部次長

団員 小泉健治

〃 家島英祐

〃 荒井俊典

東芝機械㈱生産部長

防衛庁第一研究所第一部数理研究室

長

(財)日本情報処理開発センター調査

課長代理

1.コ ン ピュー タ業 界の動 き

西 欧 の コ ン ピ ュー タ市 場 は,IBMが ほ ぼ60%を 制 覇

し,他 の米 国系 コ ン ピュー タ メー カー の シ ェア を 合 わせ

れ ば 約80%は 米 国系 が 占 め る こ とに な り,西 欧 各 国籍 の

コ ン ピ ュー タ企 業 の 占 め る市 場 は,ほ ぼ20%で あ る。

英 国,仏 国,西 ドイ ツ は,西 欧 での3大 コ ン ピュー タ

市 場 で あ るが,こ れ らの 国 に お け る主 な メー カ ーの シ ェ

ア をみ る と,概 数 で は あ るが,英 国 の80%シ ェア をICL

とIBMが ほ ぼ折 半 して い る。 ま た仏 国 は,IBMが50

%を 占め,続 い て ハ ネ ウ ェル の25%,CIIの8%と な

って い る。 西 独 にお い て は,さ らにIBMが 優 勢 で,そ

の65%近 くを 占 め,ジ ー メン ス14%程 度 で あ る とい う。 ・

この 数年,英 国,仏 国,西 ドイ ツの3ケ 国が,そ れ ぞ

れ 自国 の コ ン ピュー タ産 業 の育 成 強 化 政 策 をお しす す め

て きた こ とは,す で に報 道 され て い る こ とで あ る。 しか

し,各 国の 政 府 保 護 政策 に もか か わ らず,わ ず か に英 国

のICLを 除 き,そ の 成 果 は まだ 充 分 とは い え な い状 況

で あ る。 この よ うな状 況 に対 処 すべ く2～3ai前 よ りジ

欧 州 共 同 体 と して,国 際 的 な育 成 策 へ と乗 り出 した 。 す

なわちCI1(仏) 、・ザ 絃 ス(西 独)・ フ・リ・
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プ ス(オ ラ ン ダ)の3社 に よ る ユ ニ デ一 夕,ま た,西 ド

イ ツ政 府 の 肝 入 りで ニ ッ クス ドル フ とテ レ フ ン ケ ンに よ

るTelefunkenComputerAGの 創 設 な どい くつ か の グ

ル ー プ化 の 動 きが あ った 。しか し,ニ ッ クス ドル フ とテ レ

フ ンケ ンが挟 を分 か った た め,こ の合 弁 会 社 もジ ー メン

ス に 吸収 され,コ ン ピ ュー タ ゲゼ ル シ ャフ ト・コ ン ス タ ン

ツ とい う新 社 名 で,ジ ー メ ン スの 子 会 社 に な った 。 従 来,

TelefunkenComputerAGで 製 造 され て い た大 型 コ ン

ピ ュー タは,ジ ー メ ン ス を通 じて 販売 され る こ とに な っ

て い る の で,前 出 の ユ ニ デー タ との か らみ もあ って,販

売 面 で は,今 後 に難 しい 問題 が 残 され てい る。 元 来,旧

合 弁会 社 は,テ レ フ ン ケ ンの 大 型 製 造 能 力 とニ ック ス ド

ル フ の マ ー ケ テ ィン グ網 を結 びつ け た もの で あ っ たが,

結 局 設 立1年 で大 幅 な損 失 を計 上 す る に い た った。 西 ド

イ ツ政 府 は,当 初,テ レ フ ン ケ ン とジ ー メン ス との提 携

を 考 えて い た が,こ の案 を ジ ー メン ス が拒 否 し た た め,

急 き ょニ ックス ドル フの 広範 な販 売 力 を か わ れ て,起 用

され た と もい われ てい る。 最近 で は,一 部 の 間 で は 従 来

販 売 面 で の 提 携 が ささや か れ て いtICLと ニ ックス ド

ル フの 間 で,よ り接 近 の 方 向 が あ る旨 が取 沙 汰 され て い

る よ うで あ る。 ま た,CIIと ハ ネ ウ ェル との 合併 説 が

一 大 ニ ュー ス にな って い る な ど,西 欧 全 体 に お け る コ ン

ピ ュー タ業 界 は,今 な お 流 動 的 で あ る とい え よ う。

この よ うな 業 界 の動 きの 中 にお い て,当 調 査 団 が 英 国

を訪 れ る直 前 に,ICLは 社運 をか け る意 気e"み で大 型

機2900シ リー ズ を 発 表 した 。調 査 先 の あ る有 識 者 の言 に

よれ ば,IBMと は 異 な る アー キ テ クチ ャー を武 器 に,

IBMに 対抗し,英 国内のシェナの拡大ほ もどより,欧

州全 体 を大 きな マ ー ケ ッ トとし て輸 出 の 増大 に 意 欲 を燃

や して い る とい う。 、

しか し,,,■ニ デ 一 夕商 標 の7000シ リー ズが,提 携3社

を通 じて 販売 され,か つ コ ン ピ ュー タゲ ゼル シ ャフ トで

のTRシ リー ズ な どが しの ぎを けず って い るな ど,西 欧

にお け る大 型 機 の 市 場 は 予 断 を 許 さな い状 況 下 に あ る。

.2・ 経 済 木況 と イン フ レ下 のFlン ピュ一 夕:

メーカ ー

今 回 の調 査 に お し、て は,コ ン ピ ュ一 夕メ ー"ti-一一を2社

(西 ドイ ツIBM,ニ ッ クス ドル ラ)'訪 問 しtt。 西 欧 も

わ が 国 同様,経 済 不 況 の 最 中,イ ン フ レ下 に あ って,各

産 業 界 と も沈 滞 ム ー ドが ナこだ よ い,ヨ ー ロ ッパ 経 済 危機

が 喧燥 され て い た。 し か し,2社 と も,現 在 の 経 済 環 境

と真 剣 に と り くみ,そ れ と同 時 に,各 社 そ れ ぞ れの 打 開

の た め の 政 策 な り,努 力 が払 わ れ て い る こ とが うか が わ

れ て た 。

2・1西 ドイツIBM

IBMは,従 来 よ り ① ユ ー ザ ー指 向 を め ざす,② 大

量 生 産 が 可 能 で あ る こ と(技 術 面 に も,需 要面 で も),

③ 低 廉 で あ る こ と,④ 安 全 で あ る こ と,な どを 製品 開発

の ポ リシ ー として い る。 この ポ リシー 実 現 の た め 各産 業

別 に次 に示 す よ うな セ ン ター を設 置 し,世 界 的 な 規 模 で

の コ ン ピ ュー タ需 要 に関 す る長 期 計 画,製 品 計 画(調 整)

に 多 くの 時 間 と労 力 を費 し てい る。

MIC(ManufacturelndustryCenter)

西 ドイ ツIBM(ミ ュンヘ ン)

FIC(FinancialIndustryCenter)

イ ギ リスIBM(ロ ン ドン)

IAC(IntemationalAirLineCenter)

・fギリスIBM(ロ ン ドン)

DIC(DistributionlndustryCenter)

フ ラ ンスIBM(パ リ)

PIC(ProcesslndustryCenter)

フ ラ ン スIBM(パ リ)

PSIC(PublicSecterCenter)

IBMベ ル ギ ー(ブ ラ ッセル)

MEDIC(MedicalCenter)

デ ン マー クIBM(コ ペ ン ハ ー ゲ ン)

SCIC(ScientificCrossIndustryCenter)

オ ラ ン ダIBM(ア ムス テ ル ダ ム)

ま た,世 界 経 済 の マ ク ロ分 析 か らは じま り,関 係 産 業

・企 業 へ と きめ細 か い 調 査 を行 な ってお り,そ れ らの 産

業 ・企 業 の動 向 の 中 か ら,コ ン ピ ュー タ利 用 分 野 を開 拓

し て きた。 今 後 もこの よ うな方 向 は 変 わ らな い し,と く

に,現 在 の よ うな 不 況 時 に お い て こそ,コ ン ピ ュー タ利

用 に よ る省 力 化,'環 境 条 件 ぺ の 適 応 化 を 図 るべ きで,こ

の 点,製 品 開 発 の 基 本 政 策 が 有 効 に 作 用 して い る と 自負

して い た○ 現 在,「西 ドイ ツに お い て は,コ ン ピ ュー タの

需 要 は 低 下 し て いな い との に とで あ った 。 本 調査 団 が 訪

一 ユ7一
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聞 した西 ドイ ツIBM製 造 工 業 セ ン タ ーで は,世 界 各 国

の 製造 工 業 を対 象 に,そ の長 期 計 画,製 品 企 画 と と り く

ん で い る。 製 造 工 業 に お け る コ ン ピュー タ利 用 の対 象 企

業 とし ては,従 業 員50名 を ボ ー ダ ライ ン と して い る。

次 表 の とお り,西 ド・fツに お い て は,フ ラ ンス,イ タ

リー,イ ギ リス に比 べ て,製 造 工 業 の 企 業 数 も多 く,こ

れ らの持 つ,コ ン ピ ュー タ潜 在 需 要 は,多 いに 期 待 され

る との こ とで あ った 。

1970年

1
已 働人■ 纏天苦

従業 員50人 以
上の企業数

西…1・6… 千人1鋤 ・千人 10,250

・ ・ンス1・ α… 千人 1,200千 人 4,200

イ タ リー 14,200千 人 1,000千 人 3,800

イギ リス 26,300千 人 2… 千人1τ …

ま た,当 セ ン ター で は,計 画 の基 礎 デ ー タ とし て,世

界 各 国の 経 済 予 測 な ど を行 な って い るが,西 ド・fツの場

合 は非 常 に見 通 しが 容 易 で あ る との こ と。 そ れ は,民 間

企 業 の計 画 の 実 現 率 が 高 い こ と,さ らに 政 府 介入 が 行 な

わ れ た場 合,一 層 計 画 と実 行 が 現 実 の もの とな って くる

こ とで あ ろ う。 し たが って,コ ン ピ ュー タの 需 要 予 測 の

デ ー タ と して も大 い に有 効 的 とな って くる。 これ らの も

の は,国 民性 の 相 異 に よ る もの で あ ろ うが,先 般 の オ ・f

ル シ ョ ックの 立 直 り も他 国 よ り比較 的早 か った との こ と

で あ る。

2・2ニ ック ス ドル フ社

ニ ッ クス ドル フ は,IBMシ ス テ ム/3に 相 当す る シ ス

テ ム900を 頂 点 とす る小型 機 を主 製 品 とし て,日 本 を含

む世 界23ケ 国 に 支 店,あ るい は合 弁 会 社 を設 け て活 発 な

販 売 活 動 を く り 拡 げ て い る。 同社 は1968年 に設 立,記

帳式 会 計 機 の 生 産 を開 始 し,1974年 ま で の販 売 実 績(累

計)を み る と,38,000台,25億 ドイ ツマ ル クで あ る。

製 品 開 発 の面 を み る と,オ ン ライ ンな どに よ る情 報 処

理 の 高 度 化,多 様 化 と相 ま って,小 型 機 の ター ミナル

化,フ ロ ッ ピ ・デ ィス クの 採用 と高 速 プ リン タ等 の 開 発

に よ る低廉 か つ 高 速 の イ ンテ リジ ェン トタ ー ミナル,P

OSタ ー ミナル機 器 の開 発 に も力 を 注 い で い る。
ク

しかし,1973年 以降のオイル価格高騰による世界的な

経済不況 とインフレによる打撃は例外ではなかった。売

上については別図の ごとく上昇を示してはいるものの,.

ニ ックス ドル フ社売上推移

利益は,1972年 を100と すれば,1973年 は82,さ らに

1974年 の予想は66と 低下することが懸念 される。しかし

不況にもかかわらず,1974年 の売上高が順調に昇びtの

は,比 較的大 きなシステムの占める割合が高かったため

であるという。幅広いユーザーの開拓 とともに,コ ストダ

ウンのナこめの努力のほどもうかがわれ,こ の様な経営姿

勢は,現 在の経済状況下においてのみな らず,国 際的な

販売活動の展開する企業として,そ の重要性は増々要求

されていくことであろ う。

3.ソ フ トウ ェア企業 の活動 状 況

西欧におけるコンピュータセンターおよびソフトウェ

アハウスの現況の一端を把握するtめ に,英国のNCC,

フランスの産業科学者,ジ ステムエンジニアリング会社

のSESA,西 ドイツのMBPを 調査しt。

西欧には,西 欧的合理主義が存在する。現 在のECも

ヨーロッパ合理主義の現われともいえる。元来,ECは

経済部面での協調か ら端を発したが,そ れが諸々の分野

に発展しつつあり,情 報処理関係 も例外ではないであろ

う。その一例 として,英 仏間における,ソ フ トウェア業

畢における最近の提携・合併計画がある。.・.

己れ らの動向に対して,フ ランスにおける情報処理産

一 種 一
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業 の今 後 の方 向づ け て とし て,同 国産 業 科 学 者 の 果 た す

役 割 は大 きい で あ ろ う。 従 来,こ れ らの 指 導 的 立 場 に あ

った 情報 代 表 部(D616gationAL'informatique)が,

1974年10月2日 を もって産 業科 学 者 の情 報 産 業 部 の傘 下

に,電 子 機 器 関 係 部 門 と共 に組 入 れ られ た。

す な わ ち,今 ま での 情 報 代 表 部 の 役 割 が,そ の ま ま産

業 科 学 者 が 引 きつ い だ にす ぎな く,そ の 果 た す 役 割 は 同

じ こ とで あ った。 従 来,情 報 代 表 部 の 業 務 の 一 つ に,情

報 処 理 サ ー ビ ス ・コ ンサ ル タ ン ト協 会(SSCII)の 管 理 ・

監 督 が あ る。 同協 会 は,約500社 の 会 員 よ り構 成 され,

当業 界 で は,西 欧 随一 の団 体 で あ る。 主 な 業 務 として,

ユ ー ザ ーへ の情 報 処 理 サ ー ビス,ユ ーザ ーへ のEDP要

員 の 教育,プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ の 開発,中 小企 業 の

コ ン ピュー タ導入 の ア ドバ イ ス,等 が あ る。

ま た,こ れ ら会 員 を 中心 とす る同 国 に お け る情 報 処 理

サ ー ビ ス会 社 の 売 上 状 況 は 次 表 の とお りで あ る。

フランスにおける情報処理サービス会社の総売上推移 竺

単位百万フラン

漂 1970 1971 1972
1973 1974

予 測予測 実行

ソ フ ト 330 430 495 595
'

565 685

ハ ー ド

利 用 技 術
370 455 530 650 806 1,020

システムエ ン

ジニア リング 50 65 85 110 122 165

合 計 750 950 1,110 1355 1523 1,870

上表売上推移における輸出総額および外国子会社の売上の割合

単位百万フラン

ぎ 1971 1972 1973 1974(
予 測)

総 売上額 950 1,110 1,523 1,870

外国子会社
売 上 額

60 75 90 93

輸 出総 額 30 54 60 60

1974年度の売上は約20億 フランが予想 され,1971年 度

以来,毎 年20%の 増加率を示 している。

また,従 来,情 報代表部は,フ ランスの輸出振興を計

ってきてお り,今 後 も国際活動は活発化するものと思わ

れ る。

前 述 の 売 上 高 推 移 の うち,金 額 は 少 な い が,シ ス テ ム

エ ン ジ ニ ア リン グ の部 門が 急 増 して い る。 これ らの 部 門

を主 た る業務 とし て い る会 社 の 一 つ にSESAが あ る。

SESAの 主 な分 野 は,シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リン グの

大 型 プ ロ ジ ェク トと リアル タイ ムの ソフ ト開 発 で あ る。

シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア リン グの 分 野 と して,た とえ ば,

開発 費2百 万 ドル の 気 象 観 測 シ ス テ ム,国 土 開 発 のIn-

tegrate(20年 後 の ビ ジ ・ン作 成),郵 便物 の 配送 シ ス テ

ム,プ ラン トの エ ン ジ ニ ア リン グ,税 関 自動 化 シス テ ム

な どが あ る。 ま た,IRIAの コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ

ー クの プ ロジ ェ ク ト も参 加 し,COST11の ベ ー シ ッ

ク ・ソ フ トウ ェ ア開 発 の 部 門 を 受 け もつ な ど,広 範 囲 に

亘 る公 共 的 な シス テ ムの 開 発 を 行 な って い る。 開発 分 野

が 多 岐 に 亘 るた め,特 定 の メー カー に 偏 る こ と もな く各

分 野 で の,専 門 技 術 を有 す る他 企 業 の 協 力 を 得 るな どし

て,シ ス テ ムエ ンジ ニ ア リン グを 行 な って い る こ とは 同

国 にお け る ソフ トウ ェア企 業 の 今 後 の 進 む 方 向 の 一 つ を

示 唆 し てい る もの と思 わ れ る。

一 方 ,西 ドイ ツで は,現 在 コン ピ ュー タ セ ン ター と称

す る もの が500社 あ り,1社 平 均2事 業 を有 し てい る。

これ ら500の セ ン ター の1973年 の 総 売 上 には,約6～

6.5億 ドイ ツマ ル クで あ り,1974年 は10億 ドイ ツマル ク

と推定 され て い る。 総 売 上 額 は,年 々増 加 の 傾 向 に あ る

が,仕 事 の 件数 は,や や 減 少 の 傾 向 に あ る よ うだ。500社

の 内 訳 を み る と,独 立 企 業 が63%,大 手 企 業 の 子 会 社 が

16%,そ の 他 中 小 企業 の共 同利 用,お よ び メー カー 設 立

の サ ー ビス 会 社21%と な って い るδ

また,企 業 規 模対 売 上面 で み れ ば,大 手 ソフ トウ ェア

会 社 は 約5%で あ り,こ れ ら大 手 企 業 の売 上 は全 体 の%

も占め て い る との こ とで あ る。 これ で わ か る よ うに,同

国 の ソ フ トウ ェ ア企 業 は,年 商売 上50万 ドイ ツマ ル ク程

度 の 規 模 な 会 社 が 多 い とい ・うこ とで あ る。 一方,主 な業

務 内 容 をみ る と次 表 の とお りで あ るが,約%の 会 社 が パ

ン チ受 託(イ ン プ ッ ト作 成)を 行 な っ てい る。

ま7,昨 年 の 同 国 にお け る プ ログ ラ ムの 開 発 件 は52,

000本 で そ の総 費用 は1,693百 万DMと い わ れ てお り,

従 って,過 去4～5年 の 間 に約260,000本 の プ ログ ラ ム

が 開 発 され,こ れ に 投 じ られ'た費 用 は7.63兆DMと な

一 ・19一
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業 務 内 容

デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ 100%の 企業 が行 なって い る

プ ロ グ ラ ム 作 成 84%〃

シ ス テ ム ・プ ラ ン ニ ン グ 77%〃

コ ン ピ ュ ー タ の 時 間 貸 54%〃

パ ッケ ー ジプ ログ ラム作 成 49%〃

る。

MBPは,Scienti丘c(BritshPetro1の 子 会 社)。

ADV-ORGAと 並 ん で 西 ド/ツ の ソ フ トウ ェア会 社 で

は大 手 に属 す るが,今 後 の 方 向 として,ソ フ トウ ェ ア ・

パ ッケ ー ジ,プ ログ ラ ム言 語 の開 発 に夢 を記 して い る よ

うで あ る。 前 述 の フ ラ ン スのSESAが 公 共 的 な シ ス テ

ム開 発 に力 点 を置 い ナこの に比 して,今 後 の方 向 に相 異 点

が み られ ナこ。 ま ナこ,一 説 に よ れ ば,

現 在,ソ フ トウ ェア 開 発 の た めの 労 力 と人 件 費 の 急増

の 傾 向 に あ り,今 後 これ を どの よ うに削 減 す るか が,ソ

フ トウ ェア企 業 に とって,問 題 点 の 一 つ に な りそ うで あ

る。 ま テこ,西 ドイ ツ にお い ては,今 後 コ ン ピ ュー タセ ン

ター は,減 少 の 方 向に 向 うの で は な い か とい う意 見 も聞

か れ ナこ。

4.コ ン ピ ュ ー タ ・'ネ ッ トワ ー ク の 開 発

フ ラン スのIRIAで は,1971年 よ りコン ビ ュー一夕 ・

ネ ッ トワー クCYCLADEの 研究 開発 に着 手 し,現 在4

年 目 で あ る。RoquencourtのIRIAの 本部 を セ ン ター

とし て,Paris,Renncs,Toulouse,Grenobleの 各 ス テ

ー シ ョン にCII製 の ミニ コ ン ピ ュ'一夕MITRA-15,

7台 で サ プ ネ ッ トワー ク,CIGALEを 構 成 し てい る。

この サ ブ ネ ッ トワー クは,現 在20の コン ピ ュー タが 接 続

され,さ らに5ケ 所 が 準備 中 で あ る。

この コ ンtfユ ー一夕 ・ネ ッ トワー ク開 発 は,IRIAの

大 きな プ ロジ ェ ク トの1つ で あ り,国 の予 算 に よ って,

意 欲 的 に開 発 が 進 め られ てい る。

現 在 の と ころ は,あ くま で研 究 とい う こ とで,研 究 の

目的 に か な う利 用 者 は無 料 で あ る。.

開 発 費 と して は,現 在 まで に52百 万F(IRIAが 直

接 支 出 して い るの は25百 万F)を 費 して い る。

また,こ れ と別 に ヨー ロ ッパ9ケ 国 を結 ぶ 国際 的 な ネ

ッ トワー ク,通 称`℃OST11"・ が1971年11月 に ス タPt

,s)

COST-11

トし,1973年 に基 本 構 想,開 発 の す す め 方 に つ い て関 係

国 の話 し合 い が終 り,最 近 調 印 も終 了 し,開 発 に着 手 し

i。 な お,フ ラン ス はIRIAが 当 計 画 に 参 画 して い

る。 この 開 発 期 間 は,2年 間 とし て,第 一 段 階 として

1975年 を完了 とな って い るが,CYCLADEの 構 想 と似

てい るの で,困 難 で は な い との こ とで あ る。 当面 は,研

究 開 発 の 段 階 を 出 な い ま で も,将 来 に お け る国際 間 の デ

ー タネ ッ トワー クに,大 きな 意 味 を もつ もの で あ る と同

時 に,コ ン ピ ュー タ,デ ー タ伝 送 の 技 術 向 上 に 寄与 す る

と ころ が大 きい で あ ろ う。

CYCLADEは,こ のCOST11の フ ラン ス 国 内

に お け る ロー カル ・ネ ッ トワー ク とセ て の役 割 を は たす

こ とに もな る。 ま た,フ ラ ンス 側 で は,IRIAを 通 じ

前 出 の ソフ トウ ェア会 社SESAがiべ ■一・・シ ック ・ソフ

トヴ ェア の 開発 に参 加 し てい る。

これ らの加 盟 国 は,フ ラン ス,イ タ リー,イ ギ リス,

ス ウ ェー デ ン,ス イ ス,ユ ー ゴ,ポ ル トガ ル,ノ ル ウ ェ

ー お よ びISPRA(原 子 力 研 究 所"タ リー)な ど9機

関 で ス ター トした が,後 日,オ ラ ンダ が参 加 し,研 究 開

発 が 開 始 され た 。:当初,西 ドイ ツ も;本 プ ロジ ェ ク トに参

一20一
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加 予 定 で あ った が,同 国 は パ ケ ッ ト ・コ ミュニ ケ ー シ 。

ン技 術 を 好 ま ず,ド イ ツ郵 政 省 はTELEX(200B/S)

を主 張 した,な どの 経 緯 が あ って 参 加 を 取 り止 め た 模 様

で あ る。 しか しな が ら,西 ドイ ツのGMD(Gesellshaft

fUrMathmatikundDatenrerarbeitung)が,コ ン ピ ュ

ー タ ・ネ ッ トワー クに つ い て,従 来,IRIAと 共 同研

究 して い た 実績 もあ る こ とか ら,近 い将 来,11番 目の 国

(機 関)と して,COST11に 参加 すべ く,1974年 末

よ り,両 機 関 で交 渉 が 開 始 され た 。

COST11の 稼 動(第 一 期)は2年 後 で あ り,ま た

CYCLADEに して も現 在 の と ころ大 学,研 究 所 が 参 加

し てい る研 究 的 ネ ッ トワー クで あ る。

この よ うに,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 研 究 開 発

は世 界 的 に歴 史 もあ さ く,緒 につ い た ばか りで あ り,パ

ケ ッ ト通 信 方 式 に つ い て,各 種 の主 張 と批 判 もあ るが,

COST11が ね らい とす る 国際 間 ネ ッ トワー クが構 成

され,地 域 的 な 拡 が りを も って くれ ば,デ ー タ通 信 お よ

び情 報 ネ ッ トワー クの有 効 な 手 段 とし て その 認 識 が 高 ま

って くる との 見 解 を有 して い る。

(荒井俊典 ・業務課)

'

●

竃

,

、
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[亟 垂]

総合 貿 易 情報 処 理 シ ろ テ ムの

パ イ ロットプ ログ ラム(TIPS)

当財団では,社 会情 報システムの研究 開発事業 の一環 として,昭 和17年 度か ら貿易情報処理

システ・の調査・研究 ・ 郵 廻 遊 ・鋤 … 一但 ～ 一'一 ー ー一

これ らの実績に基 づいて,情 報処理振興 事業 協Axら 「総合 貿易情報処理 システムの パイ ロi

遮=・==・ 竺 ≡ 竺・三一
なお,TIPSは,当 財 団,三 井物産株式会社 および三菱重工業株式会社の三社の共 同開発

にかか るものです。

1.は じめに

近年,世 界経済の進展に伴 う貿易量の増加によって,

商取引に関する情報,そ の取引に伴 う貨物輸送に関する

情報等,貿 易関連情報の量が飛躍的に増大 している。 し

かし,現 行の貿易手続によっては,激 増する情報量に対

処することは難しくなってきており1貿 易情報処理面で

の合理化,ス ピー ド化が期待 されている。

世界主要貿易国において も,貿 易手続の簡素化,統 一

化,EDP化 の研究が

盛んに行な わ れ て お

り,英 国のLACESの

ように稼動,あ るいは

仏国のSOFIAの よう

に開発に着手したプロ

ジェクトも多く,わ が

国において も早急にシ

ステムの開発に取 りか

かる必要性が叫ばれて

いる。

しかしながら,こ の

ような総合的な貿易情

報システムを実現する

漂;難 ≧

法制度の改正,情 報処理技術の開発,シ ステム開発体制

の整備等,事 前に解決しなければな らない問題 も多い。
L.

2.開 発 目的

TIPSは,貿 易業務に携わる各関連業界官庁間で用

いる共通情報を共同利用し,書 類作成の省力化,手 続の

スピー ドアップを図 り,貿 易情報処理の合理化を進めて

行こうとするもので,総 合貿易情報システム構想(図 一

一1参 照)の 一環として開発された ものである。

航 空 代 理 店,通

関 業 者 シ ス テ ム

エアカーゴ・ターミナル

会 社 シス テ ム

輸 出 貿 易

データ・ファイル

輸 入 貿 易

チータ・ファイル

航空会社,混 載業者

システ ム

　

図 一1雛 姫 情 輪 ス テム の 構 想

叩一領 一'

・ξ 、,。、㌧

ソ,'揚,メ

シ

ザ ず ダ

繋嚇鑑 一運 灘i

銀行,保 険会社

シ ス ァ ム

●
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具体的には次の事項を主目的 としている。

ω 実際にパイロット・プログラムの開発を行な うこと

により,机 上での検討,提 言か ら一歩進めた今後の貿

易情報システム形成の一助 となること。

〆(2}実 用 シ ス テ ム設 計 お よ び運 用 上 の 問題 点 の解 明 の た

め,デ ー タ ・バ ン クの フ ァイ ル ・マ ネー ジ メ ン ト,人

間一 機 械 系 の イ ン タ ー フ ェイス,機 密保 護,国 際 的 な

貿 易 情 報 シ ス テ ム 間の 調 整 等 に つ い て究 明 す る。

(3)パ イ ロ ッ ト ・プ ログ ラム とし ての 限 界 は あ るが,可

能 な範 囲 内 で 実 用 シ ス テ ム で用 い る プ ログ ラム の一 部

開 発 を 行 な う。

(4)貿 易 業 務 に携 わ って い る人 々,機 関等 に 貿 易情 報 の

シ ス テ ム化 の 有 効 性,必 要 性 を 訴 え,総 合 貿 易情 報 シ

ス テ ムの 必 要 性 の 認 識 拡 大 を 行 な う。

3.機 能

TIPSは 次 の処 理 機 能 を持 って い る。

(1)輸 出 業 務 処 理(図 一2参 照)

(a)輸 出 貿 易 デー タ入 力

商 社 また は メ ー カで 作 成 した貿 易 に 関連 す る 情 報

(・fン ボ イ ス,パ ッキ ン グ ・ リス ト等 の情 報)が,荷

主 あ る い は代 理 点 に よ って キ ャラ ク タ ・デ ィス プ レ イ

から入力 されると,デ ータをチェックした後,以 後の

処理に備えて,フ ァイルするとともに,入 力元のプリ

ンタに確認 リス トを出力する。

(b)航 空運送状発行および配信

代理店か ら航空運送状の発行を要求されると,関 連

するデータをキャラクタ・デ ィスプレイ上 に 表 示 す

る。その表示に従って,不 足項目が入力されると,所

要の計算(運 賃計算の一部等)を 行ない,発 行要求元

のプリンタ航空運送状を出力するとともに,こ のデー

タをファイルする。また,航空会社,エ アカーゴ・ター ミ

ナルからの配信要求によ り,航 空運送状を出力する。

宙(c)輸 出申告書発行および配信

通関業者あるいは代理店の通関士か ら輸出申告書の

発行を要求されると,関 連するデータをキ ャラクタ ・

ディスプレイ上に表示する。その表示に従って不足項

目が追加入力されると,要 求元のプリンタに輸出申告

書を出力するとともに,こ のデータをファイルする。

また税関からの配信要求に応 じて,こ の輸出申告書を

出力する。

(d)審 査結果入力および配信

申告された貨物に対して,税 関から審査結果が入力

されると,貨 物の通関状態をファイルする。 これに対

/
輸 出貿 易データ

入力 一

輸出貿易データ

確認 リス ト
//

航空運送状発行要求、

不足項1槌 加入力
/

/
輸出申告書発行要求

不足項目追加入力

＼
・

デー タ ・パ ンク.

」輸出貿易 データ・

ファイル作成処理

輸出申告書

/
航 空 運 送 状

一

/

s

＼

輸 出 申告 書

発行 処理

/
/

＼
＼

航 空 運 送状

発 行 処 理一

輸 出 申 告 書
記'信 要 求

曾

/
航 空 運 送 状

配 信 要 求 、
/

航 空 運 送状

配 信 処理

輸 出 申告 書

配 信処 理

/
＼

`

＼

＼

輸 出 申 告 書

ヒ 空運送状/

出 貿 易 データ・1

ファイル群

//
問 合 わ せ

一 問合わせ処理
s 審 査 結 果

入 力 処 理

、_一/
審査 結果 入力

へ

、

一

`
審 査 結 果
配 信 処 理

＼
通関統計資料

＼_!

輸出統計処理 ＼
/

審 査 結 果
配 信 要 求

審査結果表
一

図一一2輸 出 業 務 処 理 機 能

一23一
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し,申 告した通関業者あるいは代理店の通関士から,

審査結果の配信を要求されると,該 当の審査結果表 と

プリンタに出力する。

(2)輸 入業務処理(図 一3参 照)

(a)輸 入貿易データ入力

海外か ら伝送されるデータは,一 旦磁気テープに記

録されるものと想定し,こ のテープからデータを読み

込んで,デ ータをチェックしi後,フ ァ・fルする。

(b)航 空運送状配信

航空会社か ら航空運送状の配信を要求されると,フ

ァイルか ら該当航空運送状データを読み出し,プ リン

タに出力する。

(C)輸 入 申告書発行および配信

通関業者か ら輸入申告書の発行を要求 されると,関

連するデータをキ ャラクタ・ディ・スプレイ上に表示す

る。その表示に従って,不 足項 目が追加入 力 され る

と,輸 入申告書を発行要求元のプリンタに出力すると

ともに,こ のデータをファイルする。税関から輸入申

告書の配信を要求されると,フ ァイルか ら該当申告書

を出力する。

(d)審 査結果入力および配信

申告された貨物に対して,税 関から審査結果が入力

されると,貨 物の通関状態をファイルする。 これに対

し,申 告をした通関業者か ら審査結果の配信を要求 さ

れると,該 当の審査結果表をプ リンタ出力する。

(3)情 報サービス処理

輸出入貨物ステータスの問合せ,通 関統計資料の作成

を行な う。ただし,統 計資料の作成はバッチ処理で行な

う。

(a)輸 出入貨物ステータス問合せ

商社,航 空代理店,航 空会社,税 関等から貨物ステ

ータスの問合せが要求 されると,該 当の貨物に関し,

輸出については航空運送状発行日,輸 出申告日,輸 出

審査結果および審査 日等を,ま た輸入については輸入

申告日,輸 入審査結果および審査 日等を,キ ャラクタ

・ディスプレイ上に表示する。

(b)通 関統計資料の作成(バ ッチ処理)

通関に関する月間統計資料として 「品目別 ・地域別

一覧表」を,ま た年間統計資料として 「品 目別 統 計

航 空 運 送状
配 信 要 求 航 空 運送状.

配 信 処 理

輸 入貿 易

データ入力

表」 別統計表」

を作成する のである。

輸 入貿 易データ・

ファイル作成処理

輸 入貿易 データ・

ファイル群

輸 入 申告 書

発 行 処 理

輸 入 申告書

配 信 処 理

審 査 結 果

入 力 処 理

審 査 結 果
配 信 処 理

恥 、蘇 辛燕 藁畢焦 る^

噺 雛c・
箋麟 三.

「品目別 ・地域別一覧表」

輸入申告書発行要求

不足項目追加入力

輸 入 申 告 書
配 信 要 求

ρ
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4.オ ペ レー シ ョンの一 例

オ ペ レー シ 。ンの 一 例 と して輸 入(納 税)申 告書 発 行

業 務(ジ ョブ コー ド:IMD,ジ ョブ コー ドに つ い て は

表 一1参 照)を 説 明 す る。

(1)ユ ーザ コ ー ドと対 象 ジ ョブ コー ドの 入 力(図 一

図 一4ユ ー ザ コー ドと 対 象 ジ ョブ コ ー ドの 入 力

4参 照)

あ らか じめ ユ ー ザ ご とに 決 め られ た ユ ー ザ コー ドと こ

れ か ら行 な うジ 。プ の コー ドを入 力 す る。TIPSは こ

れ か ら機 密保 護等 の た め の チ ェ ッ クを行 な う。

(2)AWBNO.の 入 力(図 一5参 照)

申告 を 行 な うAWBNO.を 入 力 す る。

図 一5AWBNO.の 入 力

A;・.!B--NO口12一 臼〔〕[〕口29∈ 〕4

ユニユウシヤ ×YZ'BU日3RN

ナイコ75ヨ ウヒtZkXイ

ヒヨウシ"ユ ン カ"ク

力"イ トウ

コスウ,キ コ"ウ,COUNTRY

シヨルイiiイ レ…ノ三

内ンリレイ へも'リヒoヨ ウ

/DR工UE

セ◇イリツ ヵシセ・イ

メンセ"イ

1日eee
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図一6輸 入申告に必 要なデー タの入力

(3)輸 入申告に必要な

データの入力

(図一6参 照)

輸入申告に必要なデータ

を入力する。 この際,あ ら

かじめ入力済のデータはT

IPS側 で出力

するので,不 足

●

デ ー タの み こ こ

で入 力 すれ ば よ

い 。

(4)輸 入(納

税)申 告書の出

力(図一7参 照)

輸入(納 税)

申告書を出力す

る。必要に応じ

て税関に直接出

力することもで

きる。

輸 出 業 務 輸 入 業 務1

JOB名 称 JOBCODE JOB名 称
、

JOBCODE

①輸出貿易データ入力 EXI ①輸 入貿易デー タ入力 IMI

②AWB発 行 EXA 一一 一

③AWB配 信(輸 出) RVA、E ②AWB配 信(輸 入) RVA,1

④輸 }伸 告発行 EXD ③輸 入(納 税)巾;1鴻 発行 IMD

⑤申
`「書配信(輸nD RVD,E ④ 申告・,靹己信 喘 入) RVD,1

⑥輸 B審査結果入力 EXJ ⑤輸入審査結果入力 IMJ

⑦審査結果配信(輸lm RVJ,E ⑥ 審査結 果配信(輸 入) RVJ,1

⑧ 貨物 ステー タス問 合せ(輸1川 INQ,E ⑦{t物 ステー タス間 合 せ(輸 入) INQ。1

⑨輸出統計処理 バ ッ チ 処 理 ⑧輸入統計処理 バ ッ チ 処 理

表 一1TIPSジ ョブ コー ド一 覧 表
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あ て 先 東京税関 長殿 申 告 ∫F月 日

9-9-9SHIN3∧Sl・II

ト」OV・2B・197C.

輸 入(納 税)申 告 書
(n【11消費税課1兄!ま言P玖品等Φ告書兼m)

2会 堂XYZBUSS11,r・1'ce・ ・しTD・
r・11NATσ 二KUTOKYO

原産 地C∧ ぼ∧DA

00037

"n出 池T。 口σ1:T,・CAII∧DA

㌫ ㍊ 。AP八NAIRSERVICE
3二21-4GINZACHUσVK|) ㌣ 言鷺012-・ 。0。2934

箆 置場 所1・A・C・ τ ・ £aC取)聴N八RITA・ 臓 ‖n㈹ 名012'00。02gL84人 制 バ σV・21・1974

申 告 番 号
133」0013-(L)

,

船印))ll氾 符号
100 原産[Ol地)

↑y号
302

船(1蔑)紺 冊

'

2
輸 入 吉
祥4} 1003C

貿顕 多班別符号 110
間y三 ∫ll

符弔う

那入又は移入先
、

品 名 単位 正 味 敦 筑

申告価ほ(CIF)

△内【f」湖 セ1此課税1騨'`n

川 治 号・畑 ξ
一___一 ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー

△|・?別 別が ・祝 率

閑 純M
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(1)
統計品目

番 号 714-924

KG

「 一
宿

84000
-"訂T幻 一 一

円

375,316

'
一 一 一 一 ー ー 一

84.55
.

15》 フ

円

45,250

符 号

22551

,c平 暫定

X

円

10,000

-一 一 一 一 一 一 一 一

■

条 項 ヤ

21

____』 丞_二_ご_
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一 一
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・

特 暫

一 一___

令
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・78
'-≡ 一
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(2、

統計品目

番 号 667一 λつ0

GR 400
一

200,486,

{__

71.03-2

FREE

㎡ 一

o

符 号 定事 トξ定

_一_____-s

条 ∫a'～ ♪

別表_____二_二_

条 項 号

271

SYNTHETIC

DIAHOトID ⊥`
呂

X.1.活
☆ 剥x 一 《 一

7
π

、,覧.

泓 301,20020094S6

基

一 一

.

1-1-115%
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(}踊1階)

関税法施行令第4条 第1項 第3号

又は第4号 に係る事項 有X蕪

辞{煩lP告{辱.1×11個 周く包括

定 率 法基 本通 達

4一 ユ2の( .)

包括 申告 受 理 番号

税

額

合

計

はω

円

己5,つ60 関 税 1棚

1

爵可・承18印 は騨∫・承 認∫F∫:口

△ 杏!

△

・

投

1枚2欄.曝 ㈱ 照 洞 体 認・日1辞)吟
翰瓦兼3診ヌLは契約許可番号ID(4)D(・1)-05726

仕入璽}仕 入孝t:代ξ鋤 韻 原産 地 証 明 書

x

殿 人 前 日8瞥扱
'輸 入貿 易管理 令 関 税涕o剰 饗駕 許 可

・承 認等 法令名 食品 ・M物 ・家6f・ 薬事

別2《'第 号1 .
税関記入関12

通 図 上 名
・イシ∧"シ ア朽

輪

図一7.輸 入(納 税)申.告 書 の 出 力.
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システムプ ログラム・ファイル 処 理 プロ グラム・ファイル

・制御プnグ ラム

・テーブル

・t;ラ インW戒 プログラム

・集務処理 プログラム

・共通「し・一チン、エリア
・そ,、他

一ーー一〉 プ ロ グ ラ ム

ーー一→ デ ー タ

、

、!
＼/

＼ ス ・・パ ー.一パ イザ フ ロ グ ラ ム/
＼ ノ

'

1日1

線
・

端

末

制

御

プ

ロ

グ

ラ

ム

ー
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1
1

|

|

|

1

1
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1
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1

共 通 ル ー チ ン

デ

1

タ

管

理

プ

ロ

グ

ラ

ム

`ヨ 声 一士 オ ン ラ イ ン

管 理 プ ロ グ ラ ム
<「

∈

共通 コアテーブル 「

共 通 ル ー チ ン

処 理 待 メ ッセー ジ
フ ァイ ル

送 出待 メッセー ジ・

フ ァイ ル

信 メ ッセ ー ジr

輸 出 入 業 務
処理 プ ログラム

l

L>

<

≧

パーマ ネン ト・フ ァィル

ア ク セ ス ル ーーチ ン

ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 巳

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ・

ル ー チ ン

←

→

エ ン トリー・フ ァイル

◆輸出フライトナンバ」7アイル

.輸 入フライ}ナンノLフ了イル

メイ ンデータ・ファイル

・他出貿易ア一夕

・輸入貿易データ

配信 ファイル

・輸出入AWB配 信データ

・輸出入申告配儲データ

・輸出入審査結果配信データ

パーマネ ン ト・ファイル

・シッパー表

・利用者コー ド表

・運賃表 等

チェックポイン ト・フ ァイル

図 一8

'

3

5.ソ フ トウ ェアシ ステム と フ ァイルの関連

TIPSの ソ フ トウ ェア シ ス テ ム とフ ァイル の 関 連 は

図 一8の よ うに な る。 図 中 で2重 線 で か こまれt部 分 は

メー カ提供 に よ る ソ フ トウ ェア で あ る。

6.今 後の方策

パ イ ロ ッ ト ・プ ログ ラ ム とし てのTIPSは 完 成 し た

が,実 用システムの開発に当たっては,コ ー ド化,帳 票

様式,手 続面の簡易化,サ イン,印 な ど国内,国 外で事

前に調整しなければならない問題が山積している。当財

団では引 き続いてECE(国 連欧州経済委員会)等 の海

外諸機関および国内諸機関と連絡を取 りつつわが国にお

ける貿易情報システムの発展に寄与してい く予 定 で あ

る。

5塑 次野 システム第二課)

つ

●

一27一
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小企業(卸 商業 団地)に おける情報処理 シ

ステムの共同利用方式 に関す る調査研究

才
t

・も
I

o
{

笥

・,
,

r

}

1.は じ め に

小企業におけるコンピュータ利用は,大 企業のそれに

比較してはるかに少ない。 コンピュータ利用技術は高度

に,利 用範囲は拡大し,そ の優秀な性能は多くの企業で

経営の全般に活用 されている。 このような傾向に もかか

わ らず従来からコンピュータ利用の恩恵に浴さず,取 り

残 されているのが小企業である。

今回の調査研究は一般的には高価で,専 門技術を要し

小企業を取 りまく環境は難しいといわれているコンピュ

ータ利用に関し,そ のような問題をふまえた上で小企業

に適応する情報処理システムを設計したものである。

ここにその情報処理システムの概要と小企業における

事務処理の現状およびコンピュータ利用に関する考え方

を紹介する。

2.小 企業における事務処理の現状 と

コンピュータ利用に関する考え方

表 一1従 業員別,販 売額(年 間)別 企 業 数一 覧表

(昭和49年9月 現在)

≧ 1億 円未満
卜3億 円

未満

3～6億 円

未満

6～]0億 円

未満
10億 円以上

i合 計

1～3名 77社 54社 2社 ユキヒ 1社 135社
.

4～7名 17〃 57〃 24∫ ∫ 2〃 2〃 102∫'

8～12名 1〃 12〃 21〃 4.' 0〃

1

38〃

13名以上 2〃 ]1〃 14〃 17" 13〃

`

57'∫

合 計 97キヒ 134社 61社 24社 16社

`

332社

家 一2業 種 別,販 売額(年 間)別 企 業一 覧表

(昭和49年9月 現 在)

この調査研究のためにモデル として卸商業団地を選定

した。

この団地は当システムの設計には最適であり,概 況は

次のとおりである。

1)こ の団地は300有 余の企業で構成 され,全 体の70

%が 年商3億 円未満,従 業員1～7名 の小企業で,

3分 の1が 個人企業で占められている。 表・-3ア ンケート調査企業内訳

2)業 種は繊維衣料品卸売業で二次製品

卸が大多数を占め,ほ とんどの企業が

単一業種(タ オル,ネ クタイ,紳 士服,

呉服等)を 専門的に行なっている。

3)店 舗規模に約136㎡(約40坪)/1企 業当tり,と 用 されている。

狭 く一階売場,二 階事務所,三 階倉庫 とい う形で利 以上のように典型的な小企業を対象にして,シ ステム

ー28- .

年販

i業種

1億 円未満
1～3億 円

未満

3～6億 円

未満

6～]0億 円

未満

10億円以上 合 計

1布 畠
6社 8社 6社 蹴 0社' 21社

紳 士 服 6〃 8" 3〃 1〃 0〃 18∫∫

学 生 作 業 服 10〃 15川 5〃 3" 1〃 34"

ペ ピ 一 服 2〃 1∫,' 2〃 1〃 0〃 6r∫

靴下(レ ッグニッD 3ハ' 3" 7" 2∬ n 16'r

タ オ ル 4ハ' 5〃 0" 3∫' 1〃 13〃

生 地 4∬ 5〃 3'～ 2" 1∫∫ 15'∫

メ リ ヤ ス 9r∫ 15町 61∫ 3〃 3∫∫ 36〃

婦 人 子 供 服 20" 33〃 12'∫ 3" 4∫∫ 72〃

呉 服 5'∫ 3" 2〃 1〃 1∫∫ 12'∫

寝 具 毛 布 5∫∫ 10)r
し

1〃 1" 0'1 17〃

セ ー タ ー 10〃 1い, ?" 3" 2〃 33"

身 廻 雑 貨 8∬ 11〃 5〃 0〃 2∫∫ 26rr

カンタースポーツシャツ 3〃 4', 1∫∫ 0〃 0〃 8,'

ネ ク タ イ 2,' 2η 1〃 0〃 0∫' 5"

合 計 97社 134社 61社 24社 16社 332社

年間販売額 5千万未満
5千万一1

億円未満

1～2億円

未 満

2～5鯛

未 満

5～10億 円

未 満
1唯円以上 不 明 合 計

集計数(企業) 24 53 60 65 23 12 13 250

■
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設計のため,ア ンケー ト調査を実施した。調査結果によ

ると小企業における事務処理の現状,コ ンピュータ利用

の考え方は次のとお りである。

(A)事 務処理の現状

小企業における事 務 処 理は事務員を確 保し難いこと

から,手 作業による処理は限界にあり,し たがって,極

端に簡素化し,最 少限の処理しかできないのが現状であ

る。そのため,

1)事 務処理の遅れと誤 り

2)計 数管理が不十分

3)経 営状況情報の不足

のような問題が日常の経営活動で生じ,各 企業とも苦慮

している。

ここで調査結果から主な項目をあげると次の とおりで

ある。

(a)事 務員,事 務人件費

事務員は企業規模別にみると従業員7名 以下の企業で

は大部分は専門の事務員はおかず,営 業の仕事と兼務し

ている。規模別事務処理時間は次の とお りである。

(従業員数別)

1～3名 の企業……1～2時 間(事 務処理時間)

4～7名 の 企 業 … …2～4〃(

8～12名 の 企 業 … …8～16〃(

(1～2名 〃)

13名 以 上 の 企 業 … …16時 間以 上

(2名 以 上)

〃

〃

)

)

事務人件費(月 間)に ついては調査の回答数はあま り

多くはないが,過 半数の企業はほぼ5～15万 円である。

(b)事 務機器の使用状況

最近多種類の事務機器が開発され,比 較的手軽に使用

できるようになったため,調 査企業の80%を 越す大多数

がなんらかの機器を使用し,事 務作業の軽減を図ってい

る。使用順位は次のとお りである。

電 卓75%

レジスター34%

複写機22%

宛名印刷機10%

コンピュ'一夕10%

(c)売 掛金,買 掛金管理

売掛金,買 掛金管理は全企業が台帳を作成し,手 作業

で管理している。しかし,取 引伝票か らの転記,集 計は

翌日以後(75%)に 行なわれているケースが多く,事 務

処理の遅れが目につ く。

(d)事 務量

調査企業を平均すると

仕入伝票 約5～10枚/日

売上伝票 約30～40枚/日

経理伝票 約20枚/日

(e)商 品管理

繊維衣料品の特性か ら種類が非常に多 く,ど の企業 も

商品管理は十分には行なわれてはいない。調査結果によ

って商品台帳を作成している企業は約30%と 極めて低率

であり,そ の他の企業は台帳 も作成できず,現 品の確認

により管理している。 これは商品の特性による管理の難

しさも,さ ることなが ら手作業による事務処理の限界で

あろう。 このような現状にあるナこめ,ど の企業 も商品の

明確な管理の必要性を強調 している。

(f)現 在作成している統計表

「売掛金,買 掛金の状況を把握する表」は過半数の企

業が作成しているが,そ れ以外の経営,営 業状況を把握

する表,あ るいは商品販売動向等の統計表は一部を除い

てはほとんど見あたらず,管 理情報の不足が目につ く。

(9)税 理士の利用

「利用している」と回答した企業が90%を 占めてお り,

大多数の企業が利用しているが,利 用の仕方に問題があ

り,入 出金伝票は自社で起票するがそれ以外の処理(各

.種帳簿の作成)は すべて税理士まかせにしてしま う場合

が多い。

以上が小企業における事務処理の主な特徴であるが,

参考までにモデル企業の販売事務分析図(図 一1)を 次

にあげる。

(B)コ ンビ=一一タ利用に関する考え方

調査対象となった卸団地でのコンピュータ利用に関す

る考え方を要約すると次のとお りである。

調査企業の約半数(49%)が コンt"ユ・一タの利用は自

社にとって必要であると考え,在 庫,経 理,販 売,仕 入

等の業務を対象にして 「多種類のキメ細かい管理資料を

作 りたい」,「 事務処理の正確化,迅 速化」,「 人員増

加の解消」を目的 として利用するとしている。しかしな

一29一
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得 意 先

受li三

光 ヒ伝票発行

商品出荷(納 品)

唖
納品書 受領書

寸 受領印

売掛 金集ll卜

売掛金請求入金

1容
検査

金

r
形

現

o
r

社 内 処 理

乏

発 送

'受注伝 票

(メ モ)

在庫確認

「在庫 な し」の場合

▽ フアイル

ー___一 ー ー ー

ソ`己ヒ伝 票

仕入事務

発 ↓E処 理 へ

請 求 明klkl}

受 領,iT－

納 品 辞

売掛金台帳

得 意先別転記(あ るいは伝 票貼付)

商品名,数 量,単 価,金 額

売掛金集計

在庫事務へ

請 求 書 集
、'i1'

得意先別 にファイル

照恰

作成

領収書

入金伝票o替 伝票

,科 目入

銀行へ

税理士へ

入金額記入

売掛金計算

現金出納帳or手 形記入帳M

図一1販 売 事 務 分 析 図

がら現在は 「利用するほど規模が大 きくない」,「 経費

がかか り過 ぎると思 う」の理由か ら時期早尚と考え,5

年以後に利用するとしている。(な お,こ の調査は小企

業に適応する情報処理システムを設計するための調査と

併行して行な った もので,シ ステム内容,利 用効果,経

費等が明確化 されていない状態で,一 般論 として調査し

た結果である。)'

以下主要な調査項目を抽出してあげる。

(a)コ ン ビ=・一タの 利 用 は必 要 か

(図 一2参 照)

将 来 は必 要39%

必 要 で は な い … … …28%

わ か らな い23%

必 要10%

利 用 時 期 を別 に す る と 「必 要 」 と回

答 し た企 業 は全 体 の ほ ぼ半 数 を 占め て

い る。 ま た,「 必 要 」 とし た企 業 を規

模別(年 商)に み る と5千 万 未 満 の ク

ラ スは 「な し」 で あ るが,そ れ以 上 の

ク ラ スで は2～8社 が 「必 要」 と回答

し てお り,規 模 に よ るか た よ りは み ら

れ ない 。

将来は必要

(39%)

わか らない 必要 ではない

(23%)

(28%)

図一2コ ンピュータ利用の必要性

(b)適 用業務

在庫関係一経理関係一販売関係一仕

入関係の順位である。現在の業務遂行

上問題点のある部分ヘコンピュ一夕を

利用しようとしている。

(c)利 用目的(理 由)

多種類のキメ細かい管理資料を作 り

たい一事務処理の正確化,迅 速化一人

員増加の解消一事務長増大の対策の順位である。

これにより管理資料が欲 しい,事 務処理を正確に速 く

行ないたい等の要望が う'かがえる。

(d)利 用時期

無回答が43%を 占めヂかな り多いが回答結果は次のと

お りである。

5年 後(30%).-3年 後(16%)・ 一－A"でも良い(5.6

%ジ ・-1遁酸 懸'説)

一 樹 二

■

■

'令 ざ

・'蟷;塞
。。 、
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◎ 「コ ン ピ ュー タの 利 用 は必 要 な い と思 う」 の 理 由

(複 数 回答)

規 模 が 大 き くな い94%

経 費 が か か り過 ぎ る と思 う… …42%

利 用 業 務 が な い21%

利 用 が む ず か しい12%

以 上 の 順 位 とな り,企 業 規 模,経 費 が そ の理 由 と して

は 多 く第1,第2位 を 占め て い る。

(f)あ る程 度 の 経 費 を払 って もコ ン ビ=・一ータを利 用 し

ま すか

利 用 し たい と思 わな い37%

シ ス テ ムが で きた ら考 え る…28%

利 用 し た い10%

(わ か らな い12%,無 回答13%)

コ ン ピ ュー タ利 用 に関 す る積 極 的 な 質 問 で あ るが 「シ

ス テ ムが で きた ら考 え る」 が28%を 占め,自 社 に 本 当に

適 用 で き るか,メ リ ッ トが あ るの か,経 費 は どの く らい

か等 を 慎重 に検 討 す る姿 勢 が うか が え る。

3.小 企業に適応する情報処理システム

小企業は,調 査結果でも明 らかなように,営 業活動に

比べ,事 務部門が弱体である。また事務員,事 務経費の

増加は現段階では非常に難しい等 とい う現状および問題

点をかかえている。 ここでは,そ のような現状 と問題点

を考慮した上で,小 企業が利用しやす く,ま た経営活動

に役立つ情報処理 システムについての概説を行な う。

(A)基 本方針

(a)コ ンピュータの共同利用方式の採用

小企業がコンピュータの恩恵を受けるには,コ ンピュ

ータの利用経費が安価にな り,経 済的負担が余 りかか ら

ない事が必要条件である。したが って,い くつかの小企

業が寄 り合って一つのコンピュータを共同利用する方式

が適している。

調査結果を考察すると,こ の方式によるコンピュータ

・システムならば小企業において も経費的に十分利用可

能であろう。

(b)オ ンラ/ン 処理 とする

小企業の営業活動においても,顧 客が要求する商品に

対する情報や商品在庫の状況および債権債務の状況等の

把握が即時に処理して回答できる機能が必要不可欠であ

る。したがって必要な場所か ら必要な時にすばやい情報

処理を可能 とするオンライン処理が適 している。

(c)操 作の容易性

小企業はコンピュータを利用するために専門の技術者

を確保することが難しい ことである。そこで小企業が接

しデータの入出力を行な う端末装置の操作は容易である

こととする。

(d)シ ステムの結合 ・モジュ・一ル化

情報処理 システムは後述するが仕入 ・販売 ・在庫 ・財

務の4つ のサブシステムで構成 される。 これ ら個々のサ

ブシステムは,有 機的な結合を有し,ト ータルシステム

として最適化を図っているものである。しかしなが ら,

企業規模,業 種等によって4つ のサブシステムの うち一

部のみを重点利用するケースが考えられるため,個 別利

用ができるものとする。

(B)シ ステムの目的

(a)事 務の合理化(手 作業の機械化)

小企業の経理事務担当者が長時間を要し行なっている

伝票作成,買 掛金 ・売掛金台帳への記入,請 求書の作成

・集計等 とい う事務処理を全てコンピュータに 行 な わ

せ,正 確で迅速な処理 とする。

(b)管 理水準の向上

小企業では管理を遂行するに必要な情報が少な く,ま

た整理体系化されていないために機会損失 ・デッドス ト

ック ・納期忘れ等の営業活動におけるミスが発生してい

る。 こうした状況か ら必要な情報 を必要な時に即時に提

供でき,時 期を得た管理を可能 とする。

(c)経 営状況の把握(経 営管理資料の提供)

経営状況を正確に把握することは経営者にとって最 も

重要なことである。それは経営方針,営 業政策の企画立

案するに必要不可欠であるからで ある。小企業において

は極端にその資料が少な く,ま た不正確であるため,経

営者の経験と勘によっているのが現状である。 この状況

か ら営業活動か ら生じたデータを収集・加工・分析して経

営状況の把握が可能な資料の提供ができるものとする。

(C)シ ステムの範囲

小企業において も販売活動は仕入→在庫→販売のサイ

クルによってなされている。ζの活動の繰返しによって

一31一



∫IPDECジ ャF－ナル

資金が利潤を生み,企 業の存続が保証されている。 これ

ら基本的な活動をシステムの範囲とする。

情報処理システム

(D)シ ステムの機能

仕入管理サブシステム

ー 販売管理サブシステム

ー 在庫管理サブシステム

財務管理サブシステム

情報処理システムは仕入 ・販売 ・在庫 ・財務の4つ の

サブシステムで構成され,各 サブシステムは独立して個

別で利用できるとともに有機的な結合を有し,ト ータル

システムとして利用できるもの

である。各サブシステムの機能

情報の関連は図一3に 示す とお

りである。

(a)仕 入管理サブシステム

商品計画 ・仕入計画等にもと

ついた発注処理か ら始まり商品

の入荷そして買掛金の集計 ・支

払いまでに至 る一連の情報処理

を行な うもので,次 の機能を有

している。

1)発 注管理……

発注商品,入 荷予定,

納期および発注残の管

理を行ない,仕 入計画

が確実に推進で きる。

2)買 掛金管理……

仕入情報,出 金情報の

把握を行ない債務管理

ができる。

3)仕 入状況の把握

仕入活動の実態を正確

迅速に把握で き,仕 入

計画の策定,修 正ある

いは仕入先の選定 ・変

更等の意志決定に利用

できる。

(b)販 売管理サブシステム

得意先からの注文を処理する ・'・

受注処理から始 ま り,商 品の品揃え,出 荷そして売掛金

累計 ・回収に至るまでの一連の情報処理を行なうもので

次の機能を有している。

1)受 注管理 受注残,納 期等の管 理 を 行 な

い,能 率的な出荷活動が可能 と

なる。

2)売 上伝票の作成…コンピュータに売上情報の入力

と同時に売上伝票の作成を行な

う。

3)売 掛金管理………売上情報,入 金情報の把握を行

仕
入

管
理
サ
ブ
シ
ス

テ
ム

発注情報 発注指示・国 入計画1
♪ ↓

仕入情報」 ' 、

発注情報
1難 題llψ
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ない債権管理ができる。

4)販 売状況の把握…販売活動の実態を正確迅速に把

握でき,販 売目標の設定,販 売

開拓,商 品開発等の販売計画の

策定に利用できる。

(C)在 庫管理サブシステム

日々の営業活動によって常に商品の在庫量 は 変 動 す

る。 これを正確に管理し,必 要とする持すばや く商品に

関する情報を提供できるもので次の機能を有している。

1)在 庫量の把握……商品の入出荷量,在 庫量,保 管

場所等が即座に把握で き,仕 入

販売に対する適切な行動が とれ

る。

2)商 品動向の把握…商品在庫金額,原 価,回 転率,

在庫比率等の情報が把握でき,

発注指示,適 正在庫量の決定,

デッドス トックの解消等に役立

つo

(d)財 務管理サブシステム

日々の仕入状況,販 売状況および入出金状況等の営業

出 データ

返品データ

仕入データ

発注データ

問。{… デ'タ

一

一

一

一

入金デー タ

～麟 』データ

売上デー タ

受注データ

髄 わせデ一夕

ー

一

一

一

問い合わせデータ

蛇 … 一夕

計画修正データ

振替デー タ

入出金デー タ

一

■

'

‡ ‡‡ ¢

↓ ㌘z暢z第 ㌶zz乏zz宏 二z〆
売上伝票等

)( ジ フ フ フ
仕入管理サブシステム 販売管理サブシステム 在庫管理サブシステム 財務管理サブシステム○

/

引《商
品 先タ

マスタ等

← ・発 注 処 理

・仕 入 処 理

・買掛金管理処理

・受 注 処 理

・売 上 処 理

・売掛金管理処理

・販売実績集計処理

・在庫問い合わせ処理

・商品動向等集計処理

・営 業日報作成処理

・財務諸表作成処理

,↓

割.

↓L
l商品別売上順

1得意先別売上順位

1損益計算書

1貸 借対照

,紅
1未入摘 入予定・スト

r売掛金残高一斑 1合計残高試

陪 賓予期 北湊一

1発注管理表
一 1与信限度審査表

1得 意先元帳

一

商品在庫一覧表
一

1現 金出納帳
仕入先元帳
一

、
一

,

一

受注残リストー
一

一- 営業日報_

一

状況に関する全ての実績データをコンピュータに蓄積さ

せてお き,営 業活動の実態および経済的諸活動の把握を

行なうもので,次 の機能を有している。

1)営 業情報の把握…営業活動に関する全ての実績デ

ータを集計して営業日報を作成

する。 これにより仕入状況,販

売状況,入 出金状況,現 金 ・貯

金の残高および手形残等が把握

でき,企 業が計画通 り推進して

いるか否,実 績の評価等営業政

策の立案に役立っ。

2)会 計情報の把握…財務諸表,そ の他諸帳票の作成

を行な う。

(E)シ ステムの概要

本システムは各サブシステムに問い合わせ処理の機能

が結合されており,必 要な情報を即座に提供することが

できること,ま た財務管理サブシステムに経営者が重要

で知 りたい情報である営業活動の実態を一覧性のある営

業日報(図 一5参 照)で 提供することができる等,小 企

業の営 業 活 動で特に重 要とされている処理が結合 され

ている。次に各サブシス

テムの持つ機能を効果的

に遂行するための手順,

すなわち入カー処理一出

力についての概要を図一

4で 示すこととする。

図一4情 報処理 システ ムの入出力概要 図

一33一

4.機 器構 成

オンライン処理による

共同利用方式に合致 した

コンピュータシステムは

図一6に 示す機器構成で

ある。

5.端 末装置

端末装置には汎用端末

と専用端末 とがあるが,

本システムでは専用端末

が必要である。
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仕 入 、 販 売 の 状 況 本 日 の 現 金 出 納 状 況

販 売 仕 入 入 金 出 金

累計額 前 日繰越 金 現金仕入高

現金による 現金売上高 買掛出金高

掛による 売掛入金高 預金預 け入

本 日計 預金引出 し 支払手形出金高

粗 利 額 預金 利 息 給料等人件費

当 月 受取手形入金高 雑 支 出

本 日 雑 入 金

手 形 状 況 入 金 計 出 金 計

支 払 件 未 納 商 品

受 取 件 受 注 残

返 品 状 況
現金

売上客数 人

掛売

売上客数 人

販 売 仕 入

値 引 状 況

一
販 売 仕 入

図一5営 業 日 報

そ れは,特 に 入 出 力 の機 能,取 扱 い な どに つい て,適 用

業 務 の 性 格 と利 用法 か ら次 に 示 す機 能 を備 え て い る必 要

が あ るか らで あ る。

1)伝 送 速 度200BPS

2)キ ー ボ ー ド テ ンキ ー(0～9)

一 フ ァン ク シ ョン ・キ ー

(仕 入,売 上,問 い 合 わ せ等)

一 オ ペ レ ー シ ョン ・ガ イ ド

(キ ー点 灯 式)

3)デ ィス プ レイ機 能 一 一数 字

4)プ リン ト機 能 一 数 字,カ ナ文 字,

英 字,特 殊 文 字

一80字/行 以 上

通信制御

)

)

)

)

)

)

3

4

5

6

7

8

5)演 算機能

6)キ ャッシュ・ドロア機能一

入出金作業 と連動

7)カ ー ド読取機能一

商品礼のよみとりのため

8)カ セットテープ機能一

センター ・マシンの

ダウン対策のため

これ らの機能を備えた専用端末 とし

てPOS端 末が適している。

6.期 待 される利用効果

当システムの利用効果は企業規模,

利用レベルによって異な るが,次 のよ

うな ものが期待できる。

1)事 務量の増大に伴う労働力不足

のカバー(事 務員の増員防止)

2)人 件費の相対的節約

事務処理の軽減

必要経営管理資料の提供

営業活動に必要な情報が即時に利用できる。

顧客サービスの向上

モラルの向上

企業のイメージ ・アップ

(日高良治・総務課,春 日信一・業務課)

カー ド

読取装置

臭宕 錨 義`卵 ン'

集団ディスク
パック装置

磁気テープ

装置

図一・6

機器構成図

ひ

●
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,一 ・

,.一_一
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提 供 ソ フ トウ ェアの紹 介

当財 団 で は,事 業 の一 環 とし て,情 報 処 理 の高 度 化,

効 率 化 をは か るた め,汎 用性 の高 い各 種 シ ス テ ム,ソ フ

トウ ェアの 研 究 開 発 を す す め てお りま す。

その うちす で に4種 の ソフ トウ ェア(オ ン ライ ン文 献

検 索 シ ス テ ム,異 機 種 間 汎用 言 語 ・デ ー タ変 換 プ ログ ラ

ム,プ ログ ラ ム ・テ ス ト ・デ ー タ ・ジ ェネ レ ー タ,マ ー

ク ・カー ドに よ るFORTRANプ ログ ラ ミン グ ・シ ス テ

ム)に つ い て は 貸付 業務 を開 始い た し,一 部 の 方 々には

ご利 用 を い た だ い て ま い りま した が,こ の た び これ に 加

え 次 の4種 の ソ フ トウ ェアに つ い て 貸 付準 備 が 整 い,貸

付 を 開 始 い た す こ とにな りま した。

つ きま し ては こ こに これ らの ソ フ トウ ェアの 概 要,特

長,効 果 お よ び その 使 用 例等 を紹 介 い た し ます 。

な お ソフ トウ ェアの 詳 しい 内容 お よ び利 用 方 法,手 続

等 に つ きま して は パ ン フ レ ッ ト,解 説 書 等 が 用 意 され て

お りま す の で,お 気 軽 に ご用 命 くだ さい 。

連 絡 先(当 財 団 振 興 課 電 話 内線205)

汎用グラフ ィック言語(UNGL)

UNGL(UniversalGraphicLanguage)は グ ラフ ィ ッ

ク・オ ペ レー テ ィ ング ・シ ス テ ムCGOS(Comprehensive

GraphicOperatingSystem)の 下 で働 くFORTRAN言

語 をベ ー ス とし,そ れ に 次 の グ ラフ ィ ック特 有 の 機 能 を

追 加 して 作 成 した プ リプ ロセ ッサ形 式 の 汎 用 グ ラ フ ィ ッ

ク言 語 で す 。

・図 形 処 理 に 関 す る機 能

・割 り込 み 処 理 に 関 す る機 能 ・ンソール

タイプライタ装置
・汎 用 デ ー タ ・ス トラ クチ ャに

関 す る機 能 カード'り二♂

これ らの機能に 対してUNGL特 磁気

有 の ス テ ー トメン トが あ ります 。 顧 プ

これ らの ス テ ー トメン トとFOR-

TRANス テ ー トメ ン トを併 用 す る

こ とに よ り,容 易 にか つ 短 時 間 で グ

ラ フ ィ ック ・アプ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラム を作 成 す る

ことが で きま す。

■ この シ ス テ ム の 特 徴 は

・特 定 の ア プ リケー シ 。ン 向 きの 言語 で は な く,広 範 囲

の ア プ リケー シ 。ン ・プ ログ ラ ムが実 現 で きる言 語 で

す 。

・FORTRAN言 語 をベ ー ス とし てい るの で記 述 が 容 易

に で きま す。

・2次 元 や3次 元 の 複 雑 な 図形 を容 易 に表 現 で きます 。

・図形 の併 合,代 入,回 転,移 動,ス ケ ー リング,透 視,

投 影,グ ル ー ピン グな ど の 図形 操 作 を容 易 に 実現 で き

ま す。

・デ ー タ ・ス トラ ク チ ャや 操 作 が 容 易 で ユ ー ザ は 内 部 の

デ ー タ構 造 を 知 る必 要 が あ りま せ ん。

■この シス テム の 適 用 分 野 は

・設 計(ComputerAidedDesign)

回 路 設 計,構 造 設 計,自 動車,造 船 設 計 … …

・シ ミュ レー シ ョン

交 通 シ ス テ ム,日 程 計 画,流 体 圧,振 動(建 設 物 等)…

・経 営

経 営 予 測 … …

・医 療

心 電 図 … …

・ア ー ト ・デ ザ イ ン

■この シス テ ム が 稼 動 す る電 子 計 算 機 の 機 器 構 成 は

H-8450処 理

装 諸{120KB以1:

ラインプ リンタ
装 置

一35－

H-8814

DXC

ファンクション

キー

、

H-8811処 理

装1置16KB

ディスプレイ

制御装 置

ダイヤ ル

X-y

プ ロ ッタ

H-8813
CRT
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■使 用 例

この 例 は,UNGL言 語 で 作成 し た グ ラフ ィ ッ ク ・ア プ リケ

ー シ ョン ・プ ログ ラム 「グ ラ フ ィッ クPERT」 の ソ ー ス ・プ

ログ ラムお よ び その プ ログ ラ ムを 実 行 し た 際 の あ るPERT図

の作 成 過 程 を表 示 した 画 面 で す 。

作 成 過 程 にお け る操 作 は す べ て ラ イ トペ ンで 行 な い ま す。

な お,ハ ・・一 ド ・コ ピ 一-ig必要 とす る場 合 は,X-Yプ ロ ッタ

に て コ ピー を と る こ とが で きます 。

(2)第2段 階 の作業BBBBの 設定 とダ ミー作 業

(点線の 矢線)の 設定 図

空摺
＼ ○

＼

℃

「グ ラ フ ィ ックPEPT」 ソ ー ス ・プ ログ ラ ム

,一.A－

鶴受UNGL 祈祷 V=OOISOURCEPROGRAH
1
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(3)第3段 階の作業cCCCの 設定 と並行作業DDDD

の設定図

BBBB

惚 ゾ7音,。(:)

(9里2D・i?-llll!il

＼〈⊃

(4)最 終完成図

BBBB

GGGG

N}/ls

(注)O;・ 作業の開始点,終 了点お よび結合点

(NODE)を 表わす 。

矢 線;各 作業を表わす。

点線矢線;ダ ミー作業を表わす。

AAAA～HHHH;作 業名を表わす。

数 字;日 数 または時間数を表わす。

完成図に おけ る太矢線;作 業系列 の最長経路

(ク リチカル ・パ ス)を 表わ し,こ の経路に よ

って各作 業の調整 をはか るこ とがで きます。.

◎;ラ イ トペ ン追跡用 のマーク表わすo

■
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表 示 画 面

(1)第1段 階の作業AAAAの 設定図
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FASPフ ローチ ャー ト作 成 プ ログ ラム

(FASPFLQW)・

一 般 に
,「 フ ロー チ ャー ト ・自 動 作 成 プ ログ ラ ム」 は/ア セ

ンブ ラ言語 や,コ ン パ イ ラ言 語 で 記 述 した ソー ス ・プ ログ ラ ム

を 入力 して,そ あ プ ログ ラムの フ ロー チ ャー トお よ び関 連 リス

トを 電子 計算 機 で 自動 的 に作 り出 す プ ログ ラ ムで,主 と して ド

キ ュメ ジテ ー シ ョンの整 理,他 で作 成 し た プ ログ ラ ム を変 更 じ

て使 用 す る場 合,な らびに プ 恒グ ラ ム ・デ バ ッグ等 に利 用 で き
'了 ・

ま す。

FASPFLOW(FASPフ 拍今 望 ヤ・eト作 成 プ ロ久 ラ ム〉,シス
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▲

⑳

⑨

テ ムは,FASPア セ ンブ ラ言 語 用 に 開 発 した フ ロー チ

ャー ト自動 作 成 プ ロ グ ラ ムで す。

■ この シス テ ム の 特 長 は

・処 理 速 度 が速 い 。

・フ ロー チ ャー トの レイ ア ウ トを,な

■例

出 カ リス トの うち,ソ ー ス ・プ ログ ラ ム ・リス トお よ

び フ ロー チ ャー トの 部 を 次 に示 しま す。

一三ε轟"
昏FASPFLO"・ SOU}《CεF卜{OGrtAMLIST-　 一一ー一『『一一ーー－blミTε`7倫'工2,12) PAGE2一

るべ く人 間 の 論理 的思 考 順 序 に沿 う

よ うに 出力 し,見 や す い よ うに配 慮

され て い ま す。

■ フ ロー チ ャー テ ィング

この シス テ ムに用 い る フ ロー チ ャー

トの記 号 は,JIS規 格 に準 じます 。

■各 種 出 力 リス ト

出力 リス トは,次 の6種 類 か ら成 り

立 って い ま す。

(1)コ ン トロー ル ・カー ド ・リス ト

コ ン トロー ル ・カ ー ドの リス トお

よび コ ン トロール ・カー ドの エ ラー

・メ ッセ ー ジ

② ソ ー ス ・プ ログ ラ ム ・リス ト

ソー ス ・プ ロ グ ラ ムの全 リス ト

オ プ シ ョンに よ り省 略可 能 。

(3)フ ロー チ ャー ト

{4}パ ラ メー タ ・マ ク ロお よ び擬 似 命

令 リス ト

オ プ シ ョン に よ り省 略 可 能 。

㈲ エ ラー ・メ ッ セー ジ ・リス トオ プ シ

ョン に よ り省 略 可 能 。

⑥ 外 部 名 お よ び内 部 名 の ク ロス ・リ

フ ァレ ン ス ・リス ト

オ プ シ ョンに よ り省 略 可能 。
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統計集計プロゲラム ・ジェネ レータ

(STAGE)

STAGE(StatisticsTabulatingProgramGenerator)

シ ス テ ムは 統 計 集 計 な らび に製 表 プ ログ ラム を簡 単 な記

述 で,誰 もが 容 易 に 作成 で き るよ うに考 案 し た,ま た マ

シ ン ・イ ン デ ペ ン ドとい う点 を考 慮 し,よ り汎用 性 を 高

め た(シ ス テ ム その もの をCOBOLに て 開 発 す る と と

もに ジ ュネ レ ー シ ョン され るプ ログ ラ ム もCOBOLの

プ ログ ラム で あ る)シ ス テ ムで あ りま す。

■ この シス テ ム の 効 果 は

・ 統 計 表 作 成 の迅 速 化

目的 とす る プ ログ ラ ムの作 成(STAGEシ ス テ ム

に よ リジ ェネ レ ー シ 。ンす る)を 容 易 に,極 め て速 く

行 な う こ とが で き,さ らに プ ログ ラ ム ・テ ス ト作 業 が

ほ とん ど不 要 とな るた め,正 確 な 統 計 表 の作 成 が迅 速

に で きま す。

・ 専 門 プ ログ ラマ ー を必 要 と しな い
。

STAGE言 語 は,ほ とん ど電子 計 算機 の 知

識のない人 も数時間の講習で使用することがで

きるので,統 計表作成のために専門のプログラ

マーを使わずにすみます。

・ 統計表作成費用の減少

プログラマーの トレーニング・コス トの減少,

プログラム作成の人件費の減少,テ ス ト不要に

よる電子計算機の使用時間の短縮等,統 計表作

成費を大幅に削減で きます。

・ システム分析を必要 としない。

使用者は,統 計表の表形式のみ記述すればよ

く,そ の作業手順等の分析の作業等か ら解放さ

れます。

■このシステムの特長は

システム自体がCOBOLで 作成されているの

で,他 機種への変換が容易で,か つ,ジ ェネレ

ーシ ョンされるプログラムもCOBOLの プロ

グラムであるので,非 常に柔軟性に富み,ま た言

語は簡単に記述で き,広 範囲の人が容易に使 うこ

とがで きます。統計表を作成するにあたっては,

システムによってジ ェネレー トされたプログラム

を,操 作 手 順 表(シ ス テ ム に よ って ジ ェネ レー トされ

る)に 従 って運 用 す る こ とに よ り,要 求 すべ き統 計 表 を

得 る こ とが で きます 。 した が って 使 用 者 が どの よ うな

BLOCKDIAGRAMで 統 計 表 を 作 成 す るか を記 述 す る

必 要 が な く操 作 性 に も非 常 に す ぐれ て い ま す。

■この シ ス テ ムの 機 能 は

シ ス テ ムが保 有 す る処 理 プ ロセ スに はCardtoMT

ル ー チ ン,Mergeル ーーチ ン,Sortル ー チ ン,集 計 編 集

ル ー チ ン,プ リン ト ・ル ー チ ン,操 作 手 順 表 作 成 ル ーチ

ン が あ り,集 計編 集 の み で は な くフ ァイル 処 理 の機 能 も

有 し ま す。 ま た 集計 編 集 に関 し て は,5種 類 の 表形 成 を

選 択 す る こ とが で きま す。

■この シ ス テム が 稼 動 す る電 子計 算 機 は

HITAC-8450EDOS/MSO(100KB以 上),TOSBAC-

5600(33KW以 上)で す。(OSを 除 く)

■この シス テ ム を 利 用 して の 統 計 表 作 成 まで の 流 れ

一 ター シ

ステム

COBOL
COMPILER

LINKAGE
PROGRAM

－39－

STAGE

GENERATION

†プ ジ

ェクトプ

ログラム

COBOL
COMPILE&

LINKAGE

口・一ド

ラ イブ

ラ リー

RUN

(統計表作成)

統i討'表

リスティング

丁
ス テ ップ(1)

(STAGEシ ステムの実 行)

パラメータおよび

エラーリス ト

ステ ップ(2)

(STAGEシ ステム出 力 の実 行 、

ステ ップ(3)

(統計表作成)

ステップ(4)

(統計表 リスティング)

」
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で も簡 単 に利 用 で きる もの でな けれ ば な りま せ ん 。■使 用 例

以 上 の よ うな 観 点 に た って 開 発 した の が この シ ス次 にSTAGEソ ー ス ・プ ログ ラ ム を示 し ます 。

テ ムDATACHECKで す。
tS了AGE'74ハ 督◆SOURCFL工STφ ・

この シ ス テ ムは デー タ ・チ ェ ックの た めに 特別 に

iiis・ ・c・E灘i総iirs… 定め・・言語(だ れで幽 しやすいように工夫され

詰MT'た も の)で 記 述 し た デ ・一ータ ・チ ェ ッ ク の ソ ー ス ・プ

STA(・εTεTPARAMεTεRICOMMFN「}:ロ グ ラ ム か らCOBOLプ ロ グ ラ ム を オ ブ ジ ェ ク ト ・認

iii－ 部 蹴 耀1臨 ⇔ プ・グ… してジ・ネ・一・す… ネ・一・形
;;lL離H;Itl;,,,2・,,・su1:K:。REA.HBL・ ▼。KEP・)1式 の も の で す 。

;i-;議iii耀lil欝 は… 　 …)・ このシステムの機能は
y;91跳HliSStoC2,i),・FrNALTKEI,,,11.デ ー タ ・ チ ェ ッ ク 機 械

1…1難i;lll…:i三 ∴ ∴∵∴1

…iill難…iiiiiliiill:::::::::∵熱 ∴;　:
iiiii離1;欝iiiii獲:1:::::∴・:二;二1≡鯵 ぽ る
。50ST^GE「 εSTPARAMεεRεNn正)

3.付 加 機 能

デ ー タ ・チ ェ ッ ク ・プ ロ グ ラ ム ・ジ ェ ネ レ ー タ.マ_ジ.キ_の 自動 作 成

(DATACHECK).オ ゥ ン コ_デ ィン グ

・照 合
一般 に デ ー タ処 理 に お け る入 力 デ ー タの チ ェ ックの 重

■この シス テ ム の 特 徴 お よ び 効 果 は要 性
,必 要性 に つ い て は十 分 認 識 され て はお ります が,

・正 確 な デ ー タ処 理 を行 な う こ とが で きま す。 ・
シ ス テ ム と して独 立 し て検 討 され る こ とは非 常 に まれ で

・チ ェ ッ クばか りでな く修 正,デ ー タ ・フ ァイ ル の 更

す 。

新 デ ー タ・フ ァイ ル の 特 性 を調 べ る こ とが で きます 。入 力 デー タの チ ェ ックは 非 常 に 複 雑 多 岐 で あ り,そ れ

・チ ェ ッ ク ・プ ログ ラ ムの作 成 時間 を大 幅 に 短 縮 す る
に 比 例 して その プ ログ ラ ム も非 常 に 複 雑 に な りま す。

ことが で きま す。また すべ て の チ
ェ ッ クを含 ん だ つ も りで も往 々 に して

・DATACHECK言 語 は 記 述 が 簡 単 で だ れ に で も取

予 想 外 の エ ラー が 発 生 し て全 部 の 処 理 が 無 駄 に な る こ と

り扱 う こ とが で きます 。もあ ります
。

この よ うな こ とを少 し で も減 少 し,よ り正確 な デ ー タ ■この シ ス テ ムが 稼 動 す る電 子 計 算 機 は

処 理 を 行 な うた め に は デ_タ ・チ ェッ ク とい う もの を体HITAC--8450EDOS/MSO(100KB以 上)で す。

系 化 し シス テ ム化 す る必 要が あ ります 。(OSを 除 く)

また この シス テ ムは コ ン ピ ュー タの 専 門 家 ば か りで な ■使 用 働

く,実 務 に 密着 した 人(コ ン ピ ュー タの専 門 家以 外 の人)こ の 例 は 入 方 デ 榑 タに 誤 りが な い が ど うか を調 べ る

基 鱒 瓢

。..滋嘉 轟 轟 談議 一塩 達 麹瀞 慮 議'

◎

σ

音

』
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⑳

基 本 的 な デ ー タ ・チ ェ ッ ク 機 械 を 使 った場 合 の もの

で,次 に そ の チ ェ ッ ク内容 お よび そ の ソ ー ス ・プ ログ

ラ ム(DATACHECK言 語 で記 述 しtも の)を 示 し ま

す 。

1.チ ェ ック内 容

・入 力 は カー ド

・フ ォー マ ッ ト

売
場

珊

商 コ

品| ド

3桁

金
額

6桁

数
量

4桁

単

価

3桁

・チ ェ ッ ク項 目

売 場 … …A,B,C,D

金 額 … …数 量 ×単 価

数 量 … …3,000以 下

単 価 … …商 品 コ ー ドに よ り次 の 関 係 が あ る。

商 品 コ ー ド'

201

202

203

204

205

単 価

300

450

620

740

goo

チ ェ ック項 目の 内容 が 上 記 以 外 は すべ てエ ラー と

す る。

2.ソ ー ス プ ログ ラム

1 8 1280

FILE ,UNIT(CR),LENGTH(80);

REC一 FORM,

01 URI-REC、

02URIBAX,1,COND(▼A▼,ワBワ,▼C▼,▼D▼),

02SYOHIN-CODE3,

02KINGAKU6,COND(SURYO*TANKA),

02SURYO4,COND(NOT>3000),

02TANKA3,COND(SYOHIN-CODE=201,202,

203,204,205/300,450,620,

704,900);

t

1

「

一一41一



JIPZ)ECジ ャー ナ ル

1海 外 ニュース

米 国で注 目され る2大 独禁法係争

IBMを 独禁法違反で とが めた クリステ ンセン判決(73年9月,同11月)に 対 し,今 年1月

デ ンバーの巡回高裁は逆転判決 を下 し,多 数の周辺装置 メー カーに シ ョックを与 えた。また司

法省/IBM係 箏の公判 は74年11月 か ら75年2月 に延期 されていたが,さ らに5月 まで く りの

べ られ る ことになった。 この間74年11月 に は,司 法省が世界最大の通信会社AT&Tを 独禁法

違反 で告訴 した。 この2件 は最 も大 きな独禁法係争 として内外の注 目を集 めている。

表11BMを め ぐる独禁法係争の動 き

IBM/Telex係 争で

逆転判決

現在IBMは,司 法省を含め

て12社 より独禁法違反で告訴さ

れている。 このうち1974年 か ら

75年 はじめにかけて,新 たにI

BM告 訴の戦略に加わったのが

5社 である。IBMを め ぐるこ

れまでの全アンチ トラス ト係争

をまとめると表1の よ うに な

る。

74年 から75年2月 までにかけ

ての,IBMを め ぐる独 禁 法

係争の動きの中でひときわ注目

されるのが,昨年に引続 きIBM

/Telex係 争の結果である。 こ

の係争は第一審で,IBMが 独

占禁止法違反 と断定され大波紋

をなげかけたが,1月24日 にデ

ンバーの第10巡 回高等裁判所か

ら出された判決は原判決を破棄

し,IBMに 一転 して有利な逆

転判決で各方面に大きな反響を

もナこらしている。

同高裁はIBMがTelexに

約2億5,950万 ドル支払 うこと

提訴年 原 告 名1告 訴 理 由 結 果

1936 司法省 パ ン チ ・カ ー ド ・ビ ジ 活動の一部制限
パスでの独 占

1952 司法省 コンピ ュー タ市場の独 SBCの 分離設立

占

1968 CDC 〃 示 談,SBCの 売 却

1969 DPF&G リース会社へ の圧迫 示 談

ADR ソフ トウェアの価格 分 示 談
離

Programatics 〃 示 談

司法省 コンピュー タ市場 での 公判待ち
独占

Greyhound リース会社への圧迫 IBMの 勝訴

LevinTownsend 〃 示 談

VIP(TSS) コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ 予 審
スへの圧迫

1971 Telex 周辺機器 メー カーへの 二審で逆転判決,最 高
圧迫 裁へ上告する方針

Ite1 メモ リ価格の分離 示 談

WesternUnion パ ン チ ・カ ー ド ・プ ロ 示 談
セ ッサ市場の独 占

PotterInstrument 特許の侵害 示 談

Ampex 周辺機器 メーカーへ の 示 談
圧迫

Memorex 〃 公判待ち

CalComp 〃 〃

Transamerican 周辺機 器 リース会社 へ 〃

Computer の圧迫

HudsonGeneral 〃 〃

Marshal蓋Industries 〃 〃

1974 (EC委 員会 調査にのり出すと発表 未提訴)

MelnoryTechnology 部品市場での圧迫 提 訴

ForroPrecision 〃 提 訴

EatonAllenCorp. 事務機器市場での圧迫 提 訴

Wi11iamMarion パ ン チ ・ カ ー ド ・マ シ 示 談
ンの メ ンテ ナ ンス ・サ
一 ビス

1975 SandersAssociates ター ミナル市場への圧 提 訴
迫

臼

一42"・' .

'く
ご」⊥芦ご蚕'・

ぐ ミ† 二'〃

籔:.・ ・

藷
適≧託編薩蕊
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を命 じ た下 級 審 裁 決 を 破棄 し た。 裁 決 を くつ が え し た理

由は,IBMの 営 業 行 為 に対 す る裁 判 所 の 証拠 認定 が シ

ャー マ ン法 に 抵 触 ま た は違 反 して いな い か ら とい う もの

で あ る。 同 裁 判 所 は 同 時 に,Telex社 がIBMの 機 密 情

報 を盗 用 した とす るIBMの 反 対 訴 訟 を認 め た。 しか し

TelexがIBMに 支 払 うべ き賠 償 額 は2,190万 ドル か

ら1,850万 ドル に減 額 され た。

この 高 裁 判決 の 影響 は きわ め て大 きい 。 原 判 決 が 根 底

か ら くつ が え され た だ け に,コ ン ピ ュー タ とその 周 辺 装

置 の 接 続機 構 に つ い て は詳 細 を公 開 す る とか,CPUと

メ モ リ価 格 の 一 括設 定 を止 め るな ど とい った 一 審 の 判 決

は 無 効 と され る。 か りに今 後 の 上 訴 審 で,コ ン ピュー タ

周 辺 装 置 の分 野 でIBMの これ まで の 販 売 政 策,価 格 政

策 が 全 面 的 に認 め られ る よ うな こ とに で もな れ ば,110

社 以 上 と され る米 国 の周 辺 機 専 門 メー カー は,大 打 撃 を

受 け る こ とに な ろ う。

巡 回高 裁 の 判 決 は また,Memorex,CalCompな ど他

の 周辺 機 器 メー カー の係 争 に も著 しい イ ンパ ク トを 与 え

て い る。 これ ら メー カー の告 訴 内 容 は,Telexの そ れ と

同一 基 盤 に あ り,告 訴 に踏 切 った の も一 審 のIBM敗 訴

の 判 決 が 出 たの を み てか らで あ る。 さ らに二 審 で の逆 転

判 決 は,も っ と広 範 な 内容 で争 わ れ るIBM/司 法 省 ア

ン チ トラス ト係 争 に も影 響 を与 えず には お か な い で あろ

う。

な お 逆 転 判 決 に 対 して は,CIAな どの 業 界 団 体 が い

ち早 く不 満 の 意 を 表 明 して い る。Telex社 は3月 に入 っ

て 「巡 回 裁 の 裁 決 に は法 の 適 用 に 誤 りが あ る」 と再 審

を 開 く よ う要 請 を 出 した。J.Sジ ャ トラ スTelex社 長

は 「再 審 要請 が 通 れ ば,再 度 逆転 」 す る と述 べ る一 方,

再 審 要 請 が 却 下 され た り,あ るい は 同様 の 判 決 が 下 った

場 合 には,最 高 裁 に 持 ち込 む構 え を みせ て い る。

司法省/IBM係 争公判5月19日 に開始か

司法省/IBM係 争の公判は,当 初74年10月7日 に開

始される予定だったが,エ デルスタイン判事は司法省の

要請を入れ,こ れを本年2月18日 に変更していt。 しか

し2月 初め,同 判事は再度公判開始の延期を発表しt。

今回の延 期は司 法 省が要 請したため。伝えられるとこ

ろでは,司 法省が集めt書 類は合計6万 ページに達する

もの で(3,000AO－ ジ ず つ20箱 に納 め られ て い た),こ れ

を公 判 開始 に先 だ ち,通 し ナ ンバ ー を打 って 整 理 し,完

全 な複 写 版 を6セ ッ ト作 成 し よ う とした 。 しか し整 理 を

請 負 った 業 者 が ペ ー ジ の順 番 を間 違 って 作 業 を進 め る

とい う不 手 際 を演 じ た た め,司 法 省 が エ デル ス タイ ン判

事 に対 して,公 判 開 始 を3月 ま で延 期 して くれ る よ う要

請 して い た。

司法 省 が 用意 す る6セ ッ トの ドキ ュメ ン トは,同 省,

IBM,裁 判 所 に2セ ッ トず つ 配 布 され る予 定 だ った た

め,IBM側 弁 護士 も,公 判 延 期 を 要 請 した。 エ デ ル ス

タ イ ン判 事 は,司 法 省,IBM双 方 に 対 し,公 判 開 始 が

い つか ら可 能 か,早 急 に 日時 を調 整 す る よ う要 求 し て い

た が,大 方 の 予 想 よ り さ らに 遅 れ て,5月19日 とい う線

を 打 ち出 し た。 結 局,こ の 公 判 は 当初 予 定 よ り半年 以 上

も遅 れ る こ とに な った が,こ の 間 に 司 法 省 側 は,本 体 市

場 に お け る独 禁 法 違 反 とい う原 提 訴 に,周 辺装 置/リ ー

ス分 野 も提 訴 内 容 に加 え て お り,公 判 で は 文字 どお りコ

ン ピュー タの全 分 野 に 関 して争 わ れ る こ とに な る。 なお

判 事 に よれ ば,公 判 を2段 階 に分 け,ま ず69年 の原 提 訴

に 関 し,次 い で追 加 され た 周辺,リ ー ス分 野 につ い て行

な わ れ る。IBM側 は,10日 以 内 に公 判 に入 れ る と し

て,司 法 省 の延 期 要 請 を非 難 して い る。

最大の独禁裁判と して注 目,

司法省V.S.AT&T

米の電気通信業界では,司 法省がいつAT&Tを 提訴

するか,こ こ数年来の焦点にな っていt。 表2は,米 国

の通信政策の推移をまとめiも のだが,68年 のカーター

ホン裁定以来,連 邦通信委員会(FCC)は 続々と自由

競争政策を採用し,「 規制下における独 占,競 争共存体

制」 とい うものを確立してきた。 これ に 対 しAT&T

は,FCCの 政策は高度にシステム化 されたベルの全国

的ネッ トワークの効率を削減するものと反論 独立系通

信会社に対する接続拒否などの対抗措置をとった。

司法省独禁局は特殊通信会社MCI,コ ンピュータ

周辺装置業者協会CIAな どの要請で,AT&T独 占問

題の調査を進めていたが,74年11月28日 についに告訴に

ふみ切 っt。IBMと の裁判が大づめを迎えている多忙

な時に,少 数スタッフの独薬局が告訴に出た裏には,・
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表2米 国における電気通信事業政策推移

⇒ 概⇒ 出 来 事
1847

自の
電信を国営から民営へ移営

1876 由競 OA.Gベ ル,ワ トソ ン両 氏,初 の 双 方 向 長

放争 距離電話による対話完成

1880 任蚕
下義 ○ ア メ リカ ・ベ ル ・テ レフ ォン会 社 発 足(

AT&Tの 前 身)

1907

1910

規由
制競
下争
の体

金融恐慌

{各州公益事業委員会設立

○州際通商委員会設立

1929 自制 ○世界恐慌

1934 規占 通信法制定(FCC設 立)

1949 制保 ○司法省,AT&Tを 独禁法違反 で告訴

1956
下甑
の主 ○司法省/AT&T同 意審決

1963 独義↓ OJ.ゴ ー ケ ン氏,MCI設 立

1968 カ ー タ ー ホ ン 裁 定

{ ロス トー報 告

1969
規
制
下

OMCI,認 可(SCC第1号)

OArpanet開 発,BBNに 発 注

1970

1971

の

独

占

OFCC,デ ータ伝送分野の 自由化 を打 ち出
す

○ コ ンピュータ/通 信問題 に最終決定

]973

1974

競
争
共

OPCI,認 可(VAC第1号)

OIBM,国 内通信衛星分野進 出を計画
存
体
制

OWU,国 内通信衛 星サービス,ウ ェスター
開始(ド ムサ ッ ト第1号)

○司法省,AT&Tを 独禁法抵触 で告訴

1975

フォ』 ド政権のインフレ,大 企業対策 ・司法省独禁局に

対する無為無策 とい う非難 ・第一次係争(1949年 ～1956

年)で 同意審決に持 ち込まれた屈辱など様々な事情が取

り沙 汰 され て い る。

独 禁局 は第 一次 係 争 で 果 ナこせ な か った ベ ル ・シ ス テ ム

の 切 り くず しを ね らって お り,WesternElectric,長 距

離 部 門 の 分 離 を か か げ て い る。 この 裁 判 は,近 年 米 国 で

台 頭 して い る新 興 通 信 会 社 やTSSな ど コ ン ビュー'タ ・

サ ー ビ ス会 社,さ らには 電 話 料 金 の 変 化 に 伴 って 一般 公

衆 に も多大 の 影 響 を及 ぼす こ とは 必 至 で あ り,各 方面 で

論 議 を呼 ん でい る。

司法 省/AT&T裁 判 は世 界 最 大 の 独 禁 係 争 とい わ

れ るだ け に,何 らか の結 論 が 出 る ま で 多年 を要 す る で あ

ろ う。 ちな み に 「何 らか の裁 定 が 下 る ま で少 な く と も6

年 」(エ コ ノ ミス ト),「 裁 判 に3年 以 上,そ の後 控 訴

審 を 経 て最 高裁 に持 ち込 ま れ合 計10年 以 上 」(ウ ォール

ス ト リー ト ・ジ ャー ナル)と 何 れ も長 期 戦 を予 想 し て い

る。

Telex/IBM裁 判 を前 硝 戦 とし て,司 法 省/IBM,

司 法 省/AT&Tと い う二大 係 争 が,今 後 ど うい う方 向

を とるか が 注 目 され る。
(鈴木茂樹 ・調査課)
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中学 生 とコン ピュー タ

9

昭和49年 度の情報化週間における懸賞論文(小 ・中学

生の部)の 特選にお茶の水女子大学附属中学校の寺田至

君が選ばれ,ま た,昭 和48年 度には中学校における情報

処理教育の先駆者として慶応義塾普通部数学研究会が表

彰を受けたことは 情 報 処 理に関係のある人びとにとっ

て,ま だ記憶に新 しいところと思われる。 ところで,こ

の慶応義塾普通部では,昭 和47年 度に通産省が実施した

情報処理技術者試験第2種 に5名 の生徒が受験し3名 が

合格,ま たその翌年にはその卒業生1名 が国策1種 に合

格するとい う輝かしい実績を誇 っている。情報処理技術

者試験に中学生が合格することはすでにめず らしい こと

ではな くなっているが二年連続して合格者を出している

中学は他に見 られないところである。

以下に述べ ることは普通部におけるプログラムの勉強

法 とコンピュータの利用について私が実際に見学して受

けた印象などをとりまとめたものである。

慶応義塾普通部は750名 の生徒を有する中学校である

がこの学校の文化活動の1つ に数学研究会がある。 もと

もとこのクラブはその名の とお り数学を研究するクラブ

であるが,情 報科学の進歩に伴い中学でコンピュータを

扱う分野 としては数学が適当であるという認識か らここ

でプログラミングの勉強をすることとなったのである。

毎年,学 期 ごとにこのクラブ主催のコンピュータ研修

会が開かれ,多 くの生徒を集めている。 これには普通部

に属する生徒であれば誰でも参加することができ,6回

連続の講習の後に筆記試験に合格すればコンピュータ室

に出入する権利が得られる。

受験者の中には,こ れは大した試験ではないとの意見

もあるが,講 師が中学3年 生であり,大 学生のオブザー

バーが居 るとはいえ,ほ とんど彼等だけで これを実行し

ていると聞けば少なからず感心 させ られる。

簡単な講習と試験によってコンピュータを扱 う権利が

得 られるということは中学生にとって大変魅力あること
、謹らしく

,毎 回なかなかの盛況である。

権利を取得した生徒は,さ らに大学構内の情報科学研

究所において,パ ンチマシンの使用法,JOB(コ ンピ

ュータに仕事をさせること)提 出の仕方等の説明を受け

ると,あ とは何回で もJOB提 出が可能 となる。

ここで情報科学研究所およびこれと普通部 との関係に

ついて触れておこう。

この研究所はもともと慶応義塾大学工学部に属してい

るが,そ こにあるコンピュータの利用は全学に開放され

てお り,中 学生 も大学教授 も同じように利用の機会が与

えられている。その具体的な例 として情報科学研究所の

ユニークなサービス体制があげられる。すなわち,仕 事

の依頼順序に従って処理されるとい う単純明解なルール

が確立されてお り,依 頼者の年令,身 分等によって順序

が変更されることは無い。

また学部,学 科等研究組織体ごとに この研究所に名前

を登録しておき,そ のグループごとに月間使用可能時間

数が設定 され,そ の範囲内であれば無料で利用すること

ができる。

さて,普 通部の生徒は自由に自分のテーマを見つけて

プログラムを作る。その中には一定のルールによるゲー

ムを作 ったり,音 楽の編曲をさせる等 のテーマが見 られ

る。 これ らのプログラムを情報科学研究所へ 持 って 行

き,パ ンチカー ドを作成する。 ここは彼等にとってJO

B提 出のための最後のそして最大の難関である。何故な

ら折角苦労して書いたプログラムも,こ こでパンチ ミス

があればコンピュータは実行を拒否するであろ うし,と

りわけ問題なのはパンチマシンの操作はなかなか上達 し

ないこと,さ らにはパンチマシンの絶体数が少ないこと

である。 このようなわけで,も ともと少ないパンチマシ

ンの奪い合いが起ることとなる。あちこちのパンチマシ

ンごとに人が群が り,デ パー トのゲームコーナーのよう

な雰囲気を充満させ,喧 喋の中に も楽しく情報交換が行
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なわれている。 このパンチ作業室のひとすみには責任者

も専任の担当者 も居ないプログラム相談室(実 際には机

がひとつだけ)が 常設されてお り,問 題点については誰

れかれかまわず質問し,そ のほとんどが解決 されている

ようであった 。

ここは大学生 も高校生 も中学生 もあらゆる人が一緒に

作業をすることになってお り,身 分年令を越えた交流が

コンピュータを利用するうえで大きな励みになっている

ことがよくわかる。

このあた りで中学生がまとめた感想文を抜 き書 きし,

その模様を見てみよう。A君 『コンピュータとはどんな

代物だろ うといささか恐怖感を抱いていました。』が1

年を経過して 『今では非常に楽しくコンピュータとつ き

あっています。たった今288回 目のJOBを 出したとこ

ろです。どうです皆 さんも』 というほどにな る の で あ

る。彼等の うちすでに高校へ進学した者に当時の ことを

聞いてみると,中 学3年 間でFORTRAN-7000く らいは

マスターで きるとのことであった。当時の面白いテーマ

としては球の体積,表 面積など一般に中学,高 校で取 り

上げ られるものが多く,中 にはプログラムにして400ス

テップに ものぼるものも作 られたようであった。

また,高 校に進学したあともテーマを見つけて勉強し

た者の中には『素数を求める方法』や『フィボナッチ数に

よる探索』,『 パイ(π)を 求める』な ど数学その もの

が取上げられているが 「暗号の解読』など少々変 ったも

のを研究している者 もいる。

これ と対照的に普通部を卒業すると同時にコンピュー

タに対する興味を無 くしてしまった者 もいた。

『中学生に とってプログラミング言語をマスターして

しまうと,そ のあとに取組むべ き適当な事例が無い』,

『なんとか問題を見つけようと努力したが知能ロボット

の本など眺めてみても難しくて手が出ない』,『 もし適

当なテーマがあればもっと続けただろ う』といったよう

な意見であった。

おそらくプログラミングそのものに対する興味が薄れ

かかったところで,な お,適 当な指導を行なえば彼等は

その後 も続けたことであろ う。

現場で直接指導にあたって来た教師の側ではこれらの

活動を始めるにあたって当初は どのように考えていたの

であろうか,当 時の記録を見てみよう。

『数学で指導する本質が,そ の抽象性にあるともいえ

ることを考えると,コ ンピュータを入れて何を指導する

かという疑問に当たる』 とある種のとまどいを述べなが

らも,『 生徒に計算を指導するのは単に計算を速 くする

ための ものではなく……』,『 アルゴリズムという考え

方が入 ったおかげで計算いや計算のみでなく物の考え方

といった ものを整理し,説 明していく方法が指導 される

こととなった。』と慶応義塾全体でコンピュータを教育

の中に取入れる際の考え方が述べ られている。我々コン

ピュータの教育に関わ りを持 った者にとって,誰 にどう

興味を持たせるかが常に大 きな研究テーマの1つ である

が,年 令,職 業を問わず環境を整えてやれば誰で もプロ

グラ ミングで きることがこれで証明されたといえよう。

かつて,普 通部でコンピュータを学び,す でに大学に入

ろうとする年令になった者 も数名いる。

その意見をみると 「私は医者にな りたいと思います」

「私はまだ何 も考えていません」 「とにか くスキーが面

白いですネ」 とい ったような,コ ンピュータとは無関係

のバ ラバラな答えが帰って来た。彼等の自覚としてはコ

ンピュータが彼等に影響を与えたとは思えないとい うこ

とのようであった。一方,毎 日彼等 と接し,指 導してい

るある先生は 『理工系に進 もうとする者にとか く欠けて

いるといわれる,他 人の意見 も積極的に取入れようとす

る姿勢が,彼 等には見 られ,物 の見方や考え方に広が り

があ り,柔 軟な愚老態度が見 られる』 と評価している。

また,別 の先生は 「目的達成までにはいろいろな方法 ・

手段があ りどれを取 ってもそれぞれに長 所 ・短 所 があ

る。方法 ・手段選択の基準はそのときの条件によって決

まる,と いうことが充分理解 されているようである。」

と述べている。

少々あますぎる採点のようにも聞こえるが生徒の生活

全体を指導する立場の先生の評価であるか ら少なか らぬ

信頼を置 くことができると思われる。

このように中学生の段階で遊びと共にコンピュータを

利用する環境を作 り自由に活動させてやれば,今 までと

は少し違らた個性を持つ社会人を作ることが可能 となる

のではないだろ うか。"・

'一・...(樋1‡ 守 ・普及課)
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〔組織変更 ・人事異動〕

昭和50年4月1日 付で,次 のとおり事務局の改組およ

び担当部課長の発令が行なわれた。

総務部 部長 岡田 勇(内 線203)

総務課 課長 中川秀邦(内 線477)

経理課 課長 和田豊治(内 線476)

社会情報システム研究室 室長事務取扱
岡田 勇(内 線203)

技術調査部 部長1`,lrl島弘願(内 線471)

技術課 課長 石山 昇(内 線472)

調査課 課長 市川 隆(内 線442)

普及課 課長 石井富士夫(内 線449)

広報課 課長 松本 宏(内 線473)

業務部 部長 久保篤平(内 線367)

業務課 課長 岩崎有二(内 線475)

振興課 課長 小関爪美(内 線306)

管理1深 課長 小野拓也(内 線202)

開発部 部長 山本欣子(内 線210)

総括課 課長 宇野彰記(内 線307)

開発第1課 課長事務取扱 山本欣子(内 線210)

開発第2課 課長 難波正之(内 線474)

システム第1課 課長(兼 務)宇 野彰記(内 線307)

システム第2課 課長 佐内則夫(内 線469)

〔情報処理シンポジウム開催〕

当財団では情 報処理知識の普 亀 。

及 促 進 を 日的 と した 情 報 処 理 シ ン

÷
7t?ジウ ムを毎 年 主 要4都 市 で 開 催

して いPtが,今 年 度 第3回 は 名古

屋 市,第4回 は 福 岡 市 に お い て 「

情 報処 理 費 用対 効 果 に 関 す るパ ネ

ル 討論 会1と 題 し て 下 記 に よ り,

実 施 され た

討論 内容:

・企 業経 営 に お け る情 報 処

∫11!o)f重臣亡づ(ナ

・情 報処 理 費 用 対 効 果 導 入

の基 本 的 な 考 え 方

・計量的評f砺可能な効果について

・計量的に評価できない効果について

第3同(名 古屋)

[∬ 年 昭不∫|50イド2JI28「1('1>)14:00～17:00

会 場 愛知県産業貿 易館3階 第11会 議室

後 援 通商産業省

参加者65名

コーディネータ

小川英次 名古屋大学経済学部助教授

パネリス ト(敬 称略順不同)

狩野安男 中央発条㈱機械計算課長

小泉健治 東芝機械㈱生産部長

広田年亮 レナウン㈱機械計算課長

第4回(福 岡)

[時 昭和50年3月7日(金)14:00～17:00

会 場 福岡商工会議所 ビル5階 特別会議室

後 援 通商産業省

協 賛(社)九 州産業技術連盟

参カ日者58名

コーディネーク

平田正敏 西南学院大学商学部教授

情 報処 理シ ンポジ ウム ・福 岡

一47ー
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パ ネ リス ト(敬 称 略 順 不 同)

綾 日天 彦 三 井造 船 ㈱ シ ス テ ム管 理 部 長

池 田哲 郎 九 州 電 力 ㈱ 情 報 シ ス テ ム部 部 長代 理

南条 復 日産 プ リン ス 自動 車 販 売 ㈱ 企 画 部 シス

テ ム担 当課 長

〔ソ フ トウ ェア 説 明 会の 開催 〕

当 財 団 で は今 ま で に 開発 し た ソ フ トウ ェアの 一 部 を公

開 し,各 方面 の利 用 に供 す る た め,こ の ほ ど関 東 地 区 に

お い て,下 記 に よ りそ の説 明会 を 開催 し た。

日 時 昭和50年3月12日(水)14:10～16:50

会 場 機 械 振興 会 館 地 下3階 研 修2号 室

内 容 ・プ ログ ラ ム ・テ ス ト ・デ ー タ ・ジ ェネ レ ー

タ(PRO-TEST1)

・オ ン ライ ン文 献 検 索 シス テ ム(JOLDOR－

皿)

・異機 種 間 汎 用 言 語 デ ー タ変換 プ ログ ラ ム

(PROG-CNV&DATA℃NV)'

・マー ク カー ドに よ るFORTRANプ ログ ラ

ミング シ ス テ ム(FORMRK)

参 加 者72名

〔JIPDECREPORTの 発行〕

当財団では,従 来情報処理に関する海外 との 情 報 交

換,お よびわが国の情報処理の実情を海外に紹介するた

めJIPDECREPORT(英 文)を 発行しているが,3月

発送分の内容は次のとお りである(送 付先31ヶ 国,372

機関)。

第23号(50年3月 発行)

噸⊥

ワ
匂

ハ0

4

ロ
U

(b

7

産業構造審議会情報産業部会申問答申

情報化保険の概要

情報処理要員教育の現状一その2一

医療情報システム開発の構想一その2一

汎用コンピュ'一夕実動状況(49年6月 末現在)

資料(国 産6社 の9月 期決算,3グ ループの新

機種概要,メ ルコム ・オキタック ・システムズ

の設立,大 学におけるコンピータ利用状況,地

方 自治体におけるコンピュータ利用状況,デ ー

タ通信回線の利用状況)

情報処理関連団体一覧

第23号 付録(図 表による資料集)

1.コ ン ピ ュー タ設 置 状 況

2.生 産,輸 出入 の状 況

3.JECCお よ びIPAの 活 動 概 要

4.国 産6社 を 中心 と して み た業 界 の提 携 状 況

5.外 資 の 進 出状 況

6.サP-tfス ・ビ ュー ロー の現 況

7.商 用 タイ ムシ ェア リ ング ・サ ー ビス の現 状

8.デ ー タ通 信 シ ス テ ムの現 状

9.Lユ ー ザ ー に よ るEDP関 連 投 資状 況

一'48一
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